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「就職サポーターのワークブック」を活用していただくために 

 

 この「就職サポーターのワークブック」は、若者を対象とする職業相談や就職支援を新

たに担当することとなった方々の研修用資料として作成したものです。 

 

 来談者の抱える課題の分析・把握、アドバイスの方向性、支援計画の組立て方などにつ

いての事例研究や担当者間での意見交換、相談実習等の素材としてご利用ください。 

 

 「相談事例編」は、フリーターや若年求職者が抱える課題のパターン別に相談事例を取

り上げています。資料見開きの左ページが来談者の状況の概要、右ページが相談援助を行
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相談事例編 

Ａ 学校中退で正規ルートに乗れず                          

-1 学校以外の居場所をさがす                      ･･･ 2 
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 -1 雇用契約が更新されない                       ･･･ 26 

 -2 アルバイト経験から正社員になる気をなくす              ･･･ 28 

 

Ｈ こだわりが強い                                 

-1 職種・業界にこだわる                        ･･･ 30 

-2 地元就職で事務職にこだわり                     ･･･ 32 
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 -1 自分探しの迷路にはまる                       ･･･ 34 

-2 ソーシャルスキルに不安                       ･･･ 36 
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・労働政策研究・研修機構 労働政策研究報告書№6「移行の危機にある若者の実像」 

（A-1、C-1、D-2、G-1、G-2、H-2、I-2） 

・ヤングキャリアセンター埼玉（I-1） 
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事例 Ａ－１  学校以外の居場所をさがす 
 
フリーター 定時制高校中退 ２１歳 男性 

 中学校での不登校経験の後、定時制高校に進学するが、学校での勉強に意味を感じず、

中退。バンド活動をするため上京してアルバイト。現在は NPO の非常勤スタッフとして仕

事をしている。 
 

高校を中退したのは、何か目的があったから？ 

 もともと中学校のときに、親の転勤で転校してから、新しい学校になじめなくて、不登

校というか、あまり学校に行かなくなったんですね。それでも、高校は一応行っておいた

ほうがいいと親からも勧められたし、自分でもそうかなと思って定時制に進んだんですが。 

 やっぱり学校に興味がもてなくて、本当はバンド活動がしたかったんですが、田舎だと

人が集まらないんですよね。それで、１年の１０月には学校をやめて、一人で上京したん

ですよ。 

 

それは思い切った決断ですね？ 

 学校では先生との関係もあまりよくなかったので、やりたいことをやれる場所に行きた

いなという気持ちが強かったですね。そのほうが後悔しないかなという思いがあって。 

上京して音楽の学校に入って、バンド活動もやったし、自分では前向きに取り組んでき

たつもりなんですが、プロになるのはやはり難しいかなあという判断もあって、別の道も

考えたほうがいいかなあと。 

 

就職活動を始めたり？ 

 いや、まずは大検を受けて大学入学資格を取ったり。大学には行きませんでしたけど。 

それから、若者の自立支援をしているＮＰＯに出入りしているうちに、非常勤のスタッ

フで仕事をしたりするようになって。今は、この仕事を当分続けて行きたいなという希望

があるんですが。 

ただ、今のところ、これだけでは自立するには程遠いですからね。もし食っていけるよ

うな収入になって、状況が許せばやれるかもしれないけど。どこまでやれるかですね･･･。

だめなら、正社員とかで働くという方向でまた考えるかもしれないけど。 

 

生活の自立が優先するという気持ち？ 

今は親の世話になっているけど、自分の中でも、２６歳とか一応区切って、それまでに

は何とか安定させたいという気持ちはありますね。将来を見通せる場所に行ったほうがい

いのかなとすごく迷います。 

ただ、今は自分なりに、まだ不足している能力があると思うし、勉強したいこともたく

さんあるんですよ。写真とかも好きで、その勉強もしてみたいし、コミュニケーションの

能力とかも、もっと自分が納得できるように伸ばしていきたいという目標もあるし。だか

ら、とりあえず、今すぐ正社員就職というようには考えられないけど。でも、３年後ぐら

いまでには自立したい気持ちもあるから、どっちが優先するかと言われると迷うんですよ

ね。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・現在の活動では生活の自立ができない 
 ・もっと伸ばしたい能力がある 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・自立の必要性を感じつつ、すぐには就職活動に踏み切れないという迷いがある 
 ・企業にアピールする専門能力や実務経験が不足 
 
 
 
◇明確にしたいポイント 

・就職に向けた具体的な目標設定と気持ちの整理ができるか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・就職に結びつきやすい資格の取得を考える 
 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・トライアル雇用 
 ・デュアルシステム訓練 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ａ－２  なんとなく自分の殻にこもる 

 

 フリーター 大学中退 ２０歳 女性 

 公立高校普通科卒業後、私立大学文学部に入学。勉強に興味がなくなり、1 年で中退。２

～３ヶ月単位のアルバイトと海外旅行を繰り返す。現在は帰国したばかりで仕事はしてい

ない。両親と同居。家にお金は入れていない。 
 
大学を中退したのは 1年生の時？ 

 大学は私立の文学部だったんですけど、入ってすぐ大学でする勉強に興味を失ってしま

って。何か、考えていたのと違っていて。あまりおもしろくないテキストの和訳とか。時

間のムダかなと思った。やめる理由がないからやめないという友達もいたけど、行く理由

がないなら行く必要はないと思うんですよ。 
 高校時代にはあまり進路指導というものを受けた記憶はないですね。中学時代は偏差値

とかで、先生も熱心だったけど。高校では、年齢的にやっぱり自分で決めていくものだか

ら、それでいいのかな。でも、けっこう、そのへんに差があった気がしますね。 
 
 中退後は主に長期のアルバイトを？ 

 そうですね。長期のアルバイトは、わりとじっくり探せるから、不自由したということ

はないです。それで貯金ができたら、外国に行って。帰ってきたら、アルバイト。デパー

トとか、山小屋の住み込みとかですね。 
 
 正社員になりたいと思いますか？ 

 自分では、正社員か正社員じゃないかという境目はあまりないんですね。やりたい仕事

で正社員になれるなら、すぐにでもなりたいし、そうじゃなければ、別に。正社員へのこ

だわりはないです。焦りというのも、あまりないですね。 
 今、フリーターって呼ばれるような立場にいるのは、道の選び方の積み重ねでこうなっ

たというか。別に、本当はこうしたかったのにということもないですし。 
 ただ、これ以上フリーターが増えるのは問題だと思いますね。フリーで能力を発揮でき

る人って、やっぱり限られていると思うんですよ。今はいいかもしれないけど、何十年か

経ったら、年金を払ったり、社会をちゃんと回す人がいなくなったら、どうなるのかなっ

て。そういう怖さは感じますね。 
 
 将来についてどのような見通しを持っていますか？ 

 何歳ぐらいまでフリーターを続けようとか、そういうことはあんまり考えてないですね。

流れに従ってというか。この次、外国から帰ってきたら、雑誌の編集の仕事をやってみた

いです。そのための情報集めというか、少し下調べをしたほうがいいかなと思っているん

ですけど。 
今は、親と同居していて、生活費は特に入れていないので、とりあえず困っていること

はないですね。母親は「正社員になれ」と言うんですが、自分では、まあ、何とかして生

きていく能力はあると思っているので。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・アルバイト（雑誌の編集の仕事）に関する情報収集 

 
（アドバイザー側から見た課題） 

・親と同居しており、当面生活に困らないので、経済力を身につける意欲があまり感じられ

ないこと 
 

 
 
◇明確にしたいポイント 

・今後とも成り行きでフリーターを続けていく状況でよいのか（本人の考えの確認） 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

（フリーター継続でよいのであれば） 
 
 
 
 

（キャリアの発展を望むのであれば） 
 
 
 
 

 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
◇利用できる支援メニューやツール 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｂ－１  興味のある求人がなかった 

 

 フリーター 高卒 ２１歳 女性 

 公立商業高校卒。高校卒業時は海外に行くことを考えており、就職活動をしなかった。

卒業前に熱が冷めて海外へは行かず、卒業後は短期のアルバイトを経験している。母親と

二人暮しで、生活はやや厳しい。 

 

 高校生のときは、就職活動を全然しなかった？ 

 高校卒業したら、ワーキングホリデーで海外に行きたいと思ってて。高校は商業科だっ

たんですけど、先生も別に就職活動しろとは言わなかったし。求人があまりなくて、就職

も結構厳しかったから。でも、卒業前に熱が冷めちゃって、結局外国には行かなかったで

す。進学する気は最初からなかったし。英検とか、資格は一応取ったんですけどね。 

友達で進学する人は専門学校が多かったですね。ツアーコンダクターとかフライトアテ

ンダントになりたいとか。私は仕事で海外に行こうとは思わないけど。仕事だと自分に責

任がかかるから、何か怖そう。 

 

 アルバイトではどんな仕事を？ 

 最初は新聞の求人広告を見て、工場で機械の組み立ての仕事。家から近くて時給がよか

ったから。その後はホテルのクローク。季節によって忙しい時期と暇な時期があって、収

入が違ってきますね。仕事は別におもしろくないし、そろそろ辞めたいと思って。年金や

保険もついてないですし。健康保険は親の扶養家族になってるからいいけど。 

 

 今は具体的に仕事を探している？ 

 最初の工場のアルバイトは、立ちっぱなしでつらかったんで、もうちょっと楽な仕事と

思って、とりあえず今の仕事に変わったんだけど、今の仕事はじっとしてることが多くて、

つらい。じっとしてるのはあまり好きじゃないんで。だから、事務は向いていない。英語

関係の仕事はもう考えてないです。 

 今は音楽に興味があるんで、レコード会社の営業に書類を送ったんですけど、まだ結果

がわからない。書類選考で、面接する人にはお知らせしますと書いてあったから、だめな

のかな。経験が問われるみたいだし。 

 

 次の仕事が見つかるまではどうする？ 

 今の仕事は、レコード会社の仕事が見つかるまでの仮の仕事だと思ってる。職場にも、

そろそろ辞めますって言ってあるんで、やりたい仕事が見つかるまで、短期の仕事をいろ

いろやってみようと思ってます。フリーター生活を続けたいわけじゃないけど、音楽の仕

事が見つかったら、アルバイトでもいい。正社員といっても、やりたい仕事じゃなかった

ら、無駄に年を取る気がする。 

 母親と二人暮しで、生活はギリギリです。でも、母親も「好きにしなさい」って言って

くれるんで。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・レコード会社への就職の可能性 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・仕事内容に対する好みの幅が狭いように感じられる 
・興味・関心が長続きしない 

 
 
 
◇明確にしたいポイント 

・生活の安定のために、一定の収入が得られる仕事を探さなくてよいのか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

（フリーター継続でよいのであれば） 
 
 
 
 

（収入の安定を望むのであれば） 
 
 
 
 

 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
◇利用できる支援メニューやツール 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｂ－２  主体的な就職活動をしなかった 

 

 フリーター 大卒 ２６歳 男性 

 ４年生大学卒。在学中は積極的な就職活動をせず、卒業間際に親の紹介で就職。仕事が

おもしろくなく、３ヶ月で離職。それ以後は短期・単発のアルバイトを中心にやっている。 

定職につくために活動しようという気力が高まらない。両親と同居。 

 

 大学のときはどんな就職活動を？ 

 大学の就職ガイダンスに出て、就職相談室で資料を見たり、資料請求はがきを送ったり

はしました。でも、企業訪問とか面接を受けるとかまではしなかった。 

大学の勉強はわりと楽しかったんですけど、それでどういう仕事に就きたいかとか、こ

んな職業人になりたいとかいうことと結びつかなくて、何か、具体的な希望が見えてこな

かったんですよ。大学進学のときは、社会学に興味があって、あと、成績と通いやすさで

受験先を決めましたけど、特に将来の職業については考えていませんでした。先生とも相

談はしなかったですね。 

４年生の秋ごろまで何もしないでいたんですが、周囲が決まっていくので、親が見かね

て、とりあえずどこでもいいから入れと話を持ってきて。それで、その仕事に興味があっ

たわけでは全くないけど、会社員という肩書きが欲しいという気持ちもあって、就職しま

した。 

 

 最初の仕事を辞めた理由は？ 

 建材の商社に営業職で入ったんですけど、大きな会社ではないから、一人で現場に出る

ことが多くて。取引先はゼネコンなんですけど、実際に建材を使うのは職人さんたちなん

で、職人さんとゼネコンの現場監督との間にはさまれる感じで。ものが来ないとか、材質

がどうだとか、自分の手の届かないことで文句言われたりすることもあって、だんだんお

もしろくなくなってきたんです。仕事なんて、そもそもおもしろくないからお金もらえる

のかもしれないですけどね。何か一つ、仕事が楽しいとか、人間関係がいいとか、心の支

えみたいなものがあればね･･･。今思えば、ほかの会社に行っても同じだったかもしれない

とは思いますが。 

 

 その後は短期・単発のアルバイトが中心？ 

 そうですね。不定期なもので、棚卸とかの仕事が入ったときに連絡してもらったり、情

報誌で探したり。長期のアルバイトだと、また正社員のときのように仕事が嫌になって、

途中で辞めることになっちゃうのを恐れたというか。短期で、１週間とか１ヶ月とか決ま

っていると、もし途中で嫌になったり辞めたくなったりしても、あとどれだけだからとか

思えば最後までやれるかなと思って。すごい後ろ向きの発想なんですけれども。 

 

 もう一度正社員として就職する気持ちは？ 

ちゃんと就職しなきゃいけないと言われると、それに反論する気は全然ないんです。年

齢的にも、来年のうちにはどこか会社見つけて入らなくちゃいけないと思い始めたところ

ですし。でも、今どうするっていうと、気持ちが動かないんですね。働く気力というのか、

貪欲に仕事に就こうって気持ちが動かないわけですよ。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・年齢的に、来年ぐらいにはどこかに就職しなければと思っているが、就職に向けて気力が

高まらない。 
 ・就職しても、また長続きしないのではと思っている。 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・仕事に対する意欲や積極性、興味・関心が薄い。 
・最初の離職経験から、仕事を続けることに自信が持てなくなっている。 

 
 
◇明確にしたいポイント 

・安定した仕事に就くために主体的に行動しようという気持ちになれるか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・少し長期のアルバイトをやってみる 
 ・正社員就職のための就職活動の準備をする 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・トライアル雇用 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｃ－１  就職活動の途中で意欲喪失 

 

 無業 高卒 １９歳 女性 

 高校在学時の就職活動の途中で、当初希望していた企業に自分のイメージとの違いを感

じ、就職意欲をなくす。そのまま卒業後も無業。ヤングジョブスポットで情報を見たり、

カウンセラーと話をしたりしている。 

 

 高校のときは入社試験を受けましたか？ 

 受けようと思って夏休みに企業見学とかも行ったんですけど。仕事が、はっきりそうと

いうわけではないけど、男性向けというか、内容がそんな感じで。履歴書とかも書いてい

たんですけど、途中で止めて。 

 

 どんな仕事だったんですか？ 

 印刷オペレーター。･･･先生の話だと、パソコンでできるっていうことだったんだけど、

会社のほうから、「事務系だと思っていると違うかもしれないので、見学に来ませんか」と

いうことだったので、見学に行ってみたら、ちょっとイメージと違った。 

 

 その後は？ 

 周りはほとんどみんな自分の受ける会社が決まってるから、他は事務系が少ないってこ

ともあって、残ってなかった。もともと、今年は求人が少ないって聞いてたし。先生から

は何社か紹介されたんですけど。･･･事務じゃないっていうのもあって。･･･そんなに強く

「事務じゃなきゃダメ」というほどでもなかったんだけど、なんか「違う」っていうか、「自

分には無理かなー」みたいな。 

 

 受けてみようという気にはならなかった？ 

 先生は９月のがダメだった時に、すぐ探してくれたんです。サービス業の会社とか。･･･

やっぱり、最初に受けようとした会社が思っていたところと違うということで、なんか、

こう、やる気がなくなったというか。 

 それで、専門学校に行こうと思ったりもしたんですけど、強く行きたいっていうわけで

はなく、「ゆっくり探せばいいかなー」って。卒業する時は卒業してからのことにはあまり

焦りはなくて、自分のやりたいこと見つけようかなあと思って。資格を取るとか。 

 親は、就職先を探して、あまり見つからなかったら、進学も考えたら、という感じで、「自

分のやりたいことをやりなさい」って言ってたから。 

 

 そろそろ働いてみようかなという気はある？ 

 今はまだいいと思うけど、もう少しして、２０歳とか超えたら、働いていたほうがいい

と思う。お金は少なくてもいいから、ある程度は持っていないと。何もしていないのはダ

メかなって思う。自分はあまり言えないけど。今はまだ遊んでてもいいかなと思うけど、

もうちょっと大きくなったら。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・高校時代の求人に自分の希望する事務のイメージとの差を感じた 
 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・仕事に対するイメージが先行し、実際との落差に就職意欲を失っている 
・無業期間が長く、職業能力が身についていない 

 
 
◇明確にしたいポイント 

 ・就職に対する意欲や意識を高め、いろいろな職種の求人にも目を向けることができるか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・デュアルシステム訓練などを利用して職場の実際を知りつつ職業能力を育てる 
 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・デュアルシステム訓練 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｃ－２  内定が取れずに就職活動が長期化し離脱 

 

 店の手伝い 大卒 ２４歳 女性 

 私立進学校から私立大学に進学。在学中はマスコミ関係を中心に活発に就職活動をする

が、内定が得られなかった。卒業後は親戚の店の手伝いをしている。家族と同居。好きな

仕事が少しずつでもできればよいと思っている。 
 
 大学のときの就職活動は、相当大変でした？ 

 マスコミ志望だったんで、厳しいことはわかってたんですが。大学３年の１２月から就

職活動を始めて、資料請求のはがきは２００枚ぐらい書いたし、入社試験を受けたところ

は２０社ぐらい。最後はマスコミ系以外の一般の企業にも応募したけど、決まりませんで

した。 
マスコミ専攻の学科なので、一般の企業からは、マスコミが本命だろうと言われてしま

うんですね。それに、やっぱり、心の底では販売とかは本当にやりたいことではないかも

しれないけど、販売なら採用してもらえるかなという甘えもあったんですよね。それでも、

面接官の前では、「やりたいんです」と言うみたいな、心にもないことを重ねていかないと

内定をもらえない感じで、それがすごくつらかった。プライドの崩壊と言うか、今まで築

いてきたことを否定されるように感じることも多かったですね。 
 
 卒業後は今のアルバイトを？ 

 就職活動を１年近く続けてると、ストレスがたまってきて、ネガティブな考えになった

りするんですね。両親も、はじめは普通に就職してほしかったみたいなんですけど、私が

あまりにもつらそうにしていたので、見かねて、親戚のレストランの手伝いをしたらと薦

めてくれたんです。ちょうど、新しい店をオープンするところだったこともあって。 
 親戚の店の手伝いですから、一般的なフリーターとはちょっと違うかもしれませんが、

時給制で、保険とか、そういう保障は何もありません。オープニングからのメンバーとい

うこともあって、少しは充実感もあるし、店のことも一応心配なので、しばらくは続ける

つもりです。 
 
 もう一度正社員就職に挑戦してみる気持ちは？ 

 今、２４歳なので、今からもう一度就職してやり直すというのがちょっと怖いというか、

おどおどする部分もあるかもしれないです。あの就職活動を思い出すと、新たな一歩を踏

み出す勇気が出ないというか。一度は普通に就職する経験も必要なのかなとは思うんです

けれども。 
 
 大学の専攻と仕事との関係はどう思っていますか？ 

 大学に入るときは、人と少し違う勉強ができていいかなと思ったけど、逆にそれが足か

せになることもあるというのが結構意外でした。高校時代、卒業生の体験談を伺う機会も

あったけど、大学のことばかりで、卒業後の仕事の話はなかったですし、だいたいうまく

いっている方の話が多いですしね。 
 今は、貯めたお金でイベントの司会者の養成スクールに行こうかなと考えているんです。

バリバリのキャリアウーマンを目指しているわけではないので、ちょっとずつでも、そう

いう仕事ができたらいいなと思って。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・大学時代の就職活動で内定が得られなかった経験から、就職活動をやり直すのが怖い。 
 ・キャリア志向でなく、好きな仕事を少しずつでもやっていきたい。 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・大学時代の就職活動の疲労感や挫折感を引きずっている。 
・本来は職業意識が高いが、新しい挑戦をすることにためらいがある。 

 
 
◇明確にしたいポイント 

・いろいろな業界を見て、正社員就職のための活動をするかどうか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・興味の持てる業種や職種の研究をする 
 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・トライアル雇用 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｄ－１  最初の仕事に興味が持てなかった 

 

 専門学校在学中 大卒後就職して２年間勤務 ２５歳 男性 

 大卒後営業職として２年間勤務。仕事が自分に合ってないと感じ、以前から興味のあっ

たコンピュータの仕事がやりたくなる。退職して専門学校に入学。アルバイトで生活しな

がら専門学校に通学中。 
 
 仕事を辞めたきっかけというのは？ 

 就職した会社は食品会社で、特にそこを希望してというわけではなかったんですが、ま

あ、一応名前の通った会社で、外面から見てもしっかりした会社だったんで。入ってみる

と、拘束される時間が長くて、営業だと残業手当はなくて営業手当だけだったりして、け

っこう過酷でした。年末とかはお歳暮シーズンで、寝る時間もほとんどないぐらいでした。

会社の駐車場で仮眠したりとか。離職率は高かったですね。 
 まあ、そんな中で２年間働いてみたけど、会社に慣れて考える時間ができてくると、な

んか自分には違うなというか、合ってないなと。それからいろいろ考え始めたんです。変

わるならギリギリのラインかなと。年齢的にも、好きな仕事をやるには、ものを覚えるに

しろ何にしろ、限界が近づいてきてると思って。 
 
 もともと興味があったのはどんな仕事？ 

 大学に入るときに宇宙関係でコンピュータのことをやりたかったんですが、受験に失敗

して、家の都合で浪人も難しかったんで、結果的に経営学科に入りまして。だから、就職

のときは、もう本来のやりたいという道からそれていたんで、とりあえず、どんな仕事で

も、やり始めてからおもしろくなればいいかなという感じで探していたんです。コンピュ

ータ系の会社も一応受けてはみたんですが、専門の基盤がないんで、何もなく行っちゃう

と後がたいへんかなと思って、こだわらなかったです。 
 でも、やっぱり考え直すと、コンピュータがやりたいし、絵も好きだから、グラフィッ

クスのほうへ行こうと思ったんですね。 
 
 専門学校に入り直すのは経済的に大変だったのでは？ 

貯金をすべて出して専門学校の入学金にして。働いている間は忙しくて使う暇がなかっ

たから、けっこう貯まっていたんですけど、授業料とかでなくなったから、あとはバイト

のお金でやりくりしている形ですね。今は、週４日夜から朝までカラオケ店でバイトして

るんで、寝る時間がほとんどない状態ですね。正社員で営業の仕事が忙しかったときと同

じで。ここをなんとかしないと、ちょっと苦しい。 
 
 専門学校を卒業したら、希望通りの仕事ができそうですか？ 

 とりあえず、ＣＧが使える職業には必ず就きたいと思っているんですけど。今、ちょっ

とやりたいことがいろいろあるんで、分野が絞りきれていない状態なんですけども。デザ

イナーのほうでもいいし、ソフトをつくるのもいいかなあと。好きな研究もしてみたいで

すね。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

 ・専門学校に入りなおして身につけた技術が生かせる仕事につけるか不安 
 ・専門分野がなかなか絞り込めない 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・アルバイトと専門学校の勉強を両立する生活がやや厳しい 
・希望職種が人気分野であり、就職活動に十分な準備が必要 

 
 
◇明確にしたいポイント 

・職種の希望を絞り込むべきか、リスクを考えて幅広く探すべきか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・希望する職種の実際をより具体的に知る 
 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・インターンシップ 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｄ－２  新人に対するフォローがない 

 

 無業 大卒 ２６歳 男性 

 大学新卒で就職したアパレル関係の商社で過重な仕事で無理をし、1 年半で退社。それ以

降定職についていない。 

 

 仕事はやってみてどうでしたか？ 

 もともとアパレル業界志望で、就職活動のときは、この業種に絞って自分でいろいろ情

報収集したりとか、自己分析したりとか、本を読んだりとか、自分なりに研究したんです。

入社してみて、仕事はまあ楽しかったんですけど、苦労も多くて、とにかく体力が必要で

大変だった。あと、寝る時間がないとか。 

 

 仕事自体の問題が大きかった？ 

 嫌というほどではなかったんですけど、どちらかっていうと自分のミスが発生して周り

に迷惑がかかったりとか、損失を与えるとか。 

お金が絡んで、何のために仕事やってるんだってことになったり、周りの人にもすごい

残業させるはめになっちゃったり。それが一番つらかったですね。 

 

 辞めることになった直接のきっかけは？ 

 仕事が大変で回せなかったんですね。･･･これだけ目の前にあって、やってればいいとい

うんじゃなくて、在庫の管理もしなきゃいけないし、お客さんにサンプルを見せたり、や

りとりもしなきゃならないし、商品の搬入・搬出の指示とか、生産に関して工場と連絡し

なきゃいけない。それで不良品が出たり、問題が起きたりとかすると、全部平行してやら

なきゃいけなくなっちゃって、どこか抜けちゃったら、もうアウトですよね。 

そんなのがずっと続くと、もう管理できないってなっちゃって。 

 

 会社のほうから厳しいことを言われましたか？ 

 向こうから、もう、ちょっと無理なんじゃないっていう感じで。僕も、ちょっともう無

理だなって思った。･･･最低限、責任を負わないと、社会人としてやっぱり働いているって

ことになりませんからね。 

 

 辞めたときの気持ちは？ 

 ほかの仕事にも、もう就けないんじゃないかなあって思い始めちゃったりとか。･･･こん

な仕事もできないんじゃあ、っていうのがひとつあって、どこに行ってもダメなんじゃな

いかと考え出しちゃったりして。 

 それで、しばらくはちょっと自信がなかったんで、アルバイトを最初にやろうと思って。

２～３か月ぐらいのアルバイト、工場とか、登録制のところとか、そういうところで。ま

た正社員ではたらくのはちょっと、不安というか、そういう気持ちになれなかったので。 

 最近は、少し立ち直ってきたっていうのかな。就職支援をしているところで話を聞いた

り、卒業した大学の就職部に相談に行ったりしてみたりできるようになったんですけど。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・最初に就職した会社で無理をし、就職に自信をなくした 
 ・将来については、このままでよいのか不安もある 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・最初に就職した会社での経験から、社会人としての自信を喪失している 
・就職活動自体にも積極的に踏み出せない状態で、無業期間が長くなっている 

 
 
◇明確にしたいポイント 

 ・就職に対する不安を克服することができるか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

・アルバイトやトライアル雇用から就業を始めてみる 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・トライアル雇用 
 ・デュアルシステム訓練 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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 Ｅ－１  職場の人間関係のトラブルで離職 

 

 フリーター 高卒 ２８歳 男性 

 高卒後正社員として２社で４年間勤務。就職した最初の会社を人間関係のトラブルで、

次の会社を人間関係や仕事のプレッシャーで離職。脚本家になる夢を追求するため、現在

はアルバイトで生活。 

 

 正社員の経験がわりと長いですね？ 

 高校は農業高校で、入るのはそんなに難しくないけど、かなり専門的なことも勉強させ

られるんで、結構就職では評価されているところなんですよ。進路指導も熱心だったと思

います。卒業生の体験談を聞いたり、職場見学や実習もありましたし。ただ、生徒の意見

を頭から否定する教師もいましたけどね。やってみなきゃわからないのに、お前じゃ無理

だよ、みたいな感じで。 

 最初に就職した会社は、テレビの企業紹介の番組でも見たことあって、すごいいいとこ

ろだなと思って、自分が好きで入りました。だから、就職した頃は、その会社で定年まで

いくだろうと思っていたんですよ。借り上げマンションの独身寮に入って、給料やボーナ

スも業界ではトップクラスでした。 

 

 そんなふうに気に入っていた会社を辞めたきっかけは？ 

 自分のことを育ててくれた課長や係長が、お前はがんばれば絶対上に上がれるからと言

ってくれて、その言葉でがんばれていたんですが、係長が異動で代わっちゃって。次の係

長が大卒の若いエリートで、現場のことなんか全然知りもしないのに、いちいちうるさい

んですよ。そのとき自分は若手のリーダーをやってたので、ある時、その係長とぶつかっ

て、プチンと切れちゃったんですよ。 

 

 その後、別の会社にまた正社員で就職したんですね？ 

 友達の紹介で、不動産会社の営業の面接を受けて入社しました。最初の会社は製造だっ

たから営業職は経験なかったけど、抵抗はなかったですね。高校生の頃からコンビニでバ

イトしてて、人と話をするのはすごい好きなんです。営業も、人と接するという点では同

じかなと思って。で、やったんですけど･･･。 

 この仕事は、売れというプレッシャーがかなり厳しいですよね。それに、不動産は大き

なお金が動くでしょ。それで、一度失敗して、自信がなくなっちゃって。最後のほうは携

帯が鳴るだけでびくびくしちゃうぐらい、怖くて怖くて。ぼろぼろになっちゃって。もう

ダメだと思いました。 

 

 それからは、ずっとアルバイトで？ 

 脚本家になりたいっていう夢があるんですよ。だから、もう正社員ではなく、その勉強

ができるようにということもあって。夜勤をやったときもあるけど、それだと夜書く時間

が取れないから、今は昼間の仕事です。もちろん、不安はあります。一応、３２歳までを

リミットに決めていて、それを過ぎたら、また就職活動するつもりですけど。不動産会社

を辞めた後、せっかく苦労したんだからと宅建の試験を受けて資格を取ったんで、そうい

うのもいざというときには役に立つかなと思って。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

 ・夢である脚本家の仕事につけるか 
 ・一定の年齢になれば就職活動を再開したほうがよい 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・夢の実現の可能性 
・職場の人間関係でトラブルを経験しており、それに対する引っかかりが残っていないか 

 
 
◇明確にしたいポイント 

・夢の追求と早めの正社員就職を両立できないか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・比較的時間のゆとりのある正社員就職を探す 
 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｅ－２  同世代がいない疎外感 

 

 派遣・アルバイト 高卒 ２７歳 女性 

 商業高校卒業後両親の薦めで都市銀行に就職。早く辞めたいと思いながら６年間勤務。

イギリスに語学留学するため退職。帰国後は外資で働くことを希望して派遣に登録するが、

なかなか希望の派遣先がない。現在は演劇の制作会社でアルバイト。 

 

 銀行で６年間正社員として勤務を続けられたんですね？ 

 商業高校で、一応、就職者が多い学校でしたし、当時はまだ求人も選べる状況でした。

姉も銀行でしたし、親の希望が強くて、銀行は中途からは入れないんだからという意見も

言われたし。６年間辞めなかったのは、親が猛反対したから。今思えば、最初に辞めたい

って言い始めたときは、何かしたいことがあるわけじゃなくて、ただ、その場が嫌だった

だけなんですね。親から見れば、それがわかってて、そんなふうにして辞めたら、転職を

繰り返す生活になると思ったんでしょうね。丸３年経つまではダメだと言われて。結果的

に、３年経ったところで、次がないのに辞めてもと自分で思って、６年間になりました。 

 

 銀行を辞めたきっかけは？ 

 仕事は、最初からもうすごく嫌でした。一刻も早く辞めたいとずーっと思っていました

ので。やっぱり仕事の内容についていけなかったですね。電話とか取っても、不意にお客

さんに怒鳴られたりっていうこともあるし。あと、同期がいないということもすごく心細

かった。配属された支店が私だけだったので、あとは先輩だけで、帰る時間も違うし、話

も何となく入っていけないし、精神的にすごく寂しいということもありましたね。 

 転勤の希望はずっと出していて、欠員の出た支店に変わったんですが、配属先がずっと

新人が入ってこない部署だったので、いつまでたってもずっと下で。６年目でも一番下で

したね。きっかけは、海外旅行に行ったときに英語を勉強したくなったこと。１年間イギ

リスに留学しました。その時は、もう両親は反対しませんでした。 

 

 帰国後はどんな仕事を？ 

外資系企業で働きたいと思って、派遣会社に登録したんですけど、いろいろトラブルも

あって。英語が生かせる仕事をしたかったんですが、なかなかそういう機会がなかったり、

契約期間が聞いていたのと違ったり、二転三転したり。それから、外資系で働くには語学

力を高める研修を受けるとよいということで、自費で研修を受けたりしたんですが、研修

後も結局そういう仕事が回ってこなかったんですね。そういうことが重なって、ちょっと

いい加減すぎるかなという気がしてきて。私は金融はもう嫌だったんですが、結局、経験

のない分野は紹介しにくいとか。職場を転々とするのも好きじゃなかったし。 

 

 今は自分で見つけたアルバイトを？ 

 今は演劇の関係の制作会社でアルバイトをしています。もともと演劇が好きで、その関

係のホームページの募集やパンフレットの告知などをチェックして応募しました。仕事は、

好きなことだから、楽しいですね。ここで正社員になれればいいと思いますけど、収入的

にはバイトで行くのとそんなに大差ないんですよね･･･。一人暮らしもしたいんですけど、

今の仕事では絶対無理ですね。どうしても収入的な面で生活していけないということにな

ったら、ここの日数を減らして時給のいいアルバイトか派遣を入れるしかないですが。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

 ・留学して身につけた語学を生かせる仕事ができない 
 ・アルバイト先は気に入っているが、十分な収入が得られず、自立できない。 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・語学など本人の能力が十分生かせておらず、本人にも充足感がない 
・アルバイトでは安定した収入が得られない 

 
 
◇明確にしたいポイント 

・生活の自立のためにある程度範囲を広げて就職活動をする気持ちがあるか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

（生活の自立を図りたいのであれば） 
 
 
 

（やりたいことを優先するのであれば） 
 
 
 

 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 

 

 
◇利用できる支援メニューやツール 

 
 
 
 
 

 

 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｆ－１  安い賃金・長時間労働 

 

 フリーター 短大卒 ２３歳 女性 

 短大卒業と同時に知人の紹介で正社員就職。労働条件が悪く、体調を崩して退職。就職

情報誌で探した会社に再び正社員就職するが、職場の人間関係が悪く、退職。その後は外

国旅行やスポット的なアルバイトをする。 

 

 正社員として就職した職場ではどんな仕事を？ 

 最初は建設の下請けの会社で、庶務とか現場の管理事務の仕事をしていました。建築現

場って、何日までにビルを建てなきゃならないっていう期日があるじゃないですか。だか

ら、工事も朝早くから夜も遅くまでというのが続いたりとか、そうすると、掃除とか片付

けとか下請けでやる仕事は一番最後になっちゃって、事務の仕事もすごく遅くなるんです

よ。定時は５時だったんですけど、５時に帰れたことなんか一度もなかったんですよ。土

曜日も休みではなかったし、年休とか夏休みとか、きちんとした休みもあんまりなかった

んですよね。 

それで、１０ヶ月で体調が悪くなって、辞めて、少し休んでから、求人情報誌を見て応

募した精密機械の会社に就職しました。ここは週休２日制だったんですけど、給料が低く

て、生活的にはすごく苦しかったんです。でも、土日が休みだし、仕事内容も普通だし、

そのへんはよかったんですが、同じ職場のもう一人の女性が全然仕事をしない人で。職場

の主みたいな人で、周りの人も誰も注意しないし、雰囲気すごく悪くて。イライラが続い

てノイローゼになりそうで、結局１年半で辞めました。 

 

 辞めた後はどんなことを？ 

 正社員で働いていた間に疲れがたまったというか、特に、後の会社のときがすごく暗い

２年間だったんですよ。ずっと誰ともしゃべらないでいたから。それで、辞めてから少し

海外旅行をして、そのときダイビングとか経験して、おもしろいなあと思って。それで、

帰国してからは、短期のスポット的なアルバイトしながら、スポーツ関係の求人を探して

いるんですが、なかなか見つからないんですよね。 

 

 また正社員で就職したい？ 

 いや、別にそんなこと思わないですね、全然。逆に、正社員でいることがそんなに偉い

のかと思っちゃう。自分は正社員で２ヶ所経験してますけど、労働条件だって別によくな

かったし。正社員だからって、してる仕事そんなに違うのかって思っちゃいますね。 

 まあ、でも、例えばパソコンとか、就職してそれなりに自分の身についたものもあった

し、気持ち的に、高校のときにバイトしてたときよりも、落ち着きは出てきたかなとは思

いますけど。 

 

 将来的にはどんな仕事がしたい？ 

 スポーツ関係のインストラクターとかやってみたいですね。スポーツ系の資格も取って

おきたいです。学校卒業した頃は、普通に就職することが当たり前だった時代だったんで

すけど、今は違うじゃないですか。自分の好きなことだったら、フリーターでやっていく

形でもおかしくない時代だから。だから、好きなことをやってみたいと思いますね。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

 ・スポーツ関係の求人を探しているが、なかなか見つからない 
 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・正社員就職の職場の労働条件や人間関係から、定職につく必要性に疑問を持っている 
 
 
 
◇明確にしたいポイント 

・希望分野の求人が見つからないときは、どのような範囲に対象を広げるか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・希望する労働条件を明確にした求職活動をする 
 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｆ－２  不本意な配置・異動 

 

 求職活動中 高卒 ２９歳 男性 

 大学進学予定であったが、浪人後ハローワークの紹介で正社員として就職。離職して職

業訓練校に通い、再び正社員で就職した企業を異動への不満などから退職。現在は短期の

アルバイトをしながら正社員での就職を希望して求職活動中。 

 

 高校を卒業してから最初の就職までに少し間がありますが？ 

 大学に進むつもりで、浪人して予備校に通っていたんですが、結局進学せずに就職活動

をしまして。高校はたいしたことはしてくれないから、ハローワークの紹介ですね。 

 最初は卸売の会社で１年間正社員として働きまして、その後職業訓練校で半年間コンピ

ュータの勉強をしたんです。そのあと、半年間精密機器の組立工場で働いて、貿易関係の

会社に４年間勤務しました。それから、機械関係の商社で１年半事務の仕事をやって。今

はアルバイトしながら仕事を探しています。 

 

 仕事を辞めるきっかけは、主にどのようなことで？ 

 貿易関係の会社は４年間勤めていて、何もなかったら今頃もずっと働いていたと思うん

ですよ。安定した会社だったし。主な理由というのは、異動のことですね。上司が自分の

話を全く聞いてくれない人だったんで、突然異動を言い渡されて。自分の希望と違うから、

待ってくれって食い下がっているにも関わらず、そのまんまで。ちょっと前でもいいから、

事前に言ってくれてもいいじゃないですか。そのへんの無神経さが頭にきて。人間関係と

いうより、仕事内容で、自分の希望を無視されたってことが大きかったですね。 

 

 今はどんなアルバイトを？ 

 なるべく短期の、一日で終わるようなアルバイトですね。交通量調査とか。主にアルバ

イト情報誌を利用しています。基本的には正社員でやっていきたいと思ってるんで、求職

活動に差しさわりがないようにしたいから。一日だけのアルバイトだと、すぐ次の日から

就職活動に戻れるんで、そういうところがメリットですね。 

でも、最近はアルバイトの面接に行っても、結構決まらないときも多いんですよ。電話

一本の早い者勝ちで賃金のいい仕事とかも、朝早い時間でもう埋まっちゃってたりとか。

そういうのが非常に多くて、そのへんが難しいですね。 

 

 就職についてこだわるポイントは？ 

 やはり、正社員になりたいですね。今フリーターをしている理由は、正社員でちゃんと

働きたいようなところがみつからないというのが大きいです。安定性というのが一番重視

するところですね。できればパソコンとか、自分のこれまでの経験を生かしたような仕事

で、ちゃんとした正社員の、社会保険のあるところで、ずっと働いていけるようなところ

を探していきたいと思って。それが一番ですね。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

 ・正社員で、経験を生かして働けるきちんとした労働条件の求人を探している 
 ・最近は条件のいいアルバイトもなかなか確保しにくくなった 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・アルバイトより就職活動を優先して正社員就職を希望しているが、条件が難しい 
・自負心が強く、処遇をめぐって職場で衝突し、離職を繰り返している 

 
 
◇明確にしたいポイント 

・就職先に関し、どのような条件が自分にとって最も大切か、具体的に明確にする 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・希望する仕事内容・労働条件の求人を地域を広げて探す 
 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

・トライアル雇用 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｇ－１  雇用契約が更新されない 

 

求職活動中 高卒 ２１歳 女性 

コンビニでアルバイトを続けてきたが、オーナーの期待する水準の仕事ができず、雇用

契約が更新されなかった。次のアルバイト先を早く見つけたい。 
 
 前の仕事を辞めた理由は？ 

 前の仕事を辞めることになったのは、人間関係。そのコンビニのオーナーがすごい人な

んですよ。有名な会社で偉かった人で。やっぱりがんばってきた人なんで、私たちにも仕

事ですごい求めてくるんですけど。私もすごいがんばったんですけど、それに応えられな

かったって形なんですよ。 
 
 求められたものが大きかった？ 

 仕事に失敗すること自体は、誰にでもあるから、いいんだけど、その後の考え方、その

後が問題だって言うんですよ。 
 そのほかにもやっぱり、２４時間営業だし、自分の任されている仕事があるし、そうい

うところにもっと責任を持ってほしかったいうことで。でも、それに応えられなかったみ

たいで。 
 
 辞めてほしいと言われたんですか？ 

 バイトという形で、時給なんですけど、期待はしてたけど応えられないみたいだからっ

てことで、シフトを減らされることになったんですよ。時間を、バイト時間をね。 
 それだと、給料のほうも半分ぐらいになっちゃうんで、それではやはり家のほうもきつ

いし。 
 
 収入が少なくなったわけですね。 

 オーナーから、辞めてもいいって言われたんですけど。やっぱり収入のほうもきついだ

ろうから、もしうちで収入が足りないんだったら、ほかのところに行ってくれても構わな

いからって。それ言われたとき、えーって感じになりましたよね。超びっくりしました。 
今は家に生活費月３万円入れてますけどね。いろいろあって、経済的には厳しいです。 

 
 それでも次もアルバイトのほうがいい？ 

高校のときから、ずっとバイトしてきて、慣れてるんですよ。販売とかしたかったんで、

高校のときからコンビニでバイトしてきたから。学校からは無許可で。月５～６万、高校

生の時からもらってたんで、遊ぶには十分。高校のときも就職活動はしていません。 
 仕事自体は結構好きで、レジでも、掃除とかでも好きなんで、苦にならないです。今回

みたいなことがあると困るけど、コンビニの仕事はまだやりたいですね。先のことは考え

てもわからないし。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・生活のために早くある程度の収入が必要 
 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・これまでのアルバイト先を辞めた経緯が不本意で、こだわりを持っている 
 
 
 
◇明確にしたいポイント 

 ・正社員就職に対する意欲があるか 
・職種、賃金、勤務時間帯などの希望条件 

 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・販売など、ある程度これまでの経験を生かせる仕事で、常用雇用の求人を探す 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・トライアル雇用 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｇ－２  アルバイト経験から正社員になる気をなくす 

 

フリーター 高校中退 １８歳 男性  

就職情報誌で探した飲食店のアルバイトを継続中。正社員にならないかと勧められてい

るが、勤務が続けられるかどうか確信がない。よりよい条件の仕事がないか、時々求人情

報をチェックしている。 
 
 正社員就職は希望しない？ 

このままバイトを続けて、時給が上がったら、バイトのほうがいいんじゃない？ 
 今は正社員になったほうがちょっと高いけど、時間的に考えたら、バイトのほうが金も

らえてるから、割がいいよね。 
 だって、正社員になったら、仕込みのために昼から出てきて、夕方から店開けて、１２

時閉店だからそこから片付け始めて。下手すると明け方までかかっちゃうよね。 
 今、正社員になっても、手取り１２、３万円ぐらいでしょ。それで時間が長くなるなら、

バイトのほうがいいかなって。 
 
 正社員なら少しずつでも給料が上がるでしょ？ 

 店長の話では、今、もし社員になって４、５年勤めたら、その頃には２０何万円にはな

ってるって言うけど。それを考えたら、いいかなとは思うけど。続けばって話だよね。 
 
 続けられるかどうかが問題？ 

 ４、５年も続けるかどうかもわからないわけだから。確信できてからのほうがいいかな

って。やってみて、ちょっとの間続けて続けられそうだったら、やってみようかなと。 
 
 今の仕事自体は気に入ってる？ 

 もともと、高校に行く時も、勉強したいことがあるわけじゃなくて、本当は料理が好き

だから調理師学校に行きたいと思ってて。でも、その時は、母親から、調理師になりたい

なら学校に行くより実際に働いたほうが身につくと言われたもので、すぐ働くよりは高校

に行っておこうと思ったんだよね。 
 だから、適当に選んだ高校で、２年生からはだんだん行かなくなって、留年したから、

結局やめた。 
 料理は好きだから、今の仕事は、そんなに嫌じゃない。今のところは調理の見習いだけ

ど、将来どうするか、まだ決めてるわけじゃない。ただ、職人になるつもりなら、１０代

のころに覚えたほうが、覚えは早いからね。具体的にどうしようか、ぼちぼち将来のこと

とかも考えたほうがいいかなって気持ちはある。 
 
 続けられそうな見込みがあれば正社員のほうがいいと思います？ 

 うーん。･･･バイトは制限あるからね。時給はいくら上がっても１，０００円までだから。 
 時間も、そんなに働けるわけじゃないからね、やっぱり。それを考えると･･･。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・正社員で就職して続けられるか自信がない 
 ・将来については、アルバイトのままでよいのか不安もある 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・アルバイトと正社員の違いについて、将来も考えたメリット･デメリットを理解することが

必要 
 
 
 
◇明確にしたいポイント 

 ・正社員就職に対する意欲を持つことができるか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・年齢が若いので、職業訓練などを利用して職業能力のアップを図る 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・デュアルシステム訓練 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｈ－１  職種・業界にこだわる 

 

求職活動中 大卒 ２５歳 男性 

 大学在学中から旅行業界をめざして就職活動をしてきたが、納得できる内定先が得られ

ず、現在も旅行業界に絞って就職活動を継続中。就職活動を優先し、生活費のために登録

制の短期のアルバイトをしている。 

 

 大学のときの就職活動はどんなふうに？ 

 最初のうちは広く情報を集めていたんですが、やりたいことを考えていくうちに、旅行

業界に関心が向いて。旅行会社や航空会社の間に入ってチケットの手配をする仕事とか、

パックの企画とか。先輩のつてを頼ってＯＢ訪問したり、いろいろな就職相談の窓口も利

用しましたし。資料請求はがきは１５０枚ぐらい出しました。会社説明会とか、実際に応

募したのは３０社ぐらいです。 

 最初のうちは他の業界も見てみようと思って、応募して内定をいただいた会社もあった

んですが、やはり旅行会社に行きたくて辞退したところもあります。後半受けた会社では、

だいたい最終面接までは行くんですが、そこでダメというような形で。厳しいですね。 

 

 卒業までには就職が決まらなかったんですね？ 

 旅行業でも一社内定が取れたところがあったんですが、そこの会社がちょっとお客さん

とのトラブルを起こした事件があって、何かちょっと、経営姿勢に疑問を感じまして、結

局その会社は辞退したんです。 

 それで、卒業してからも就職活動を続けることになって、就職活動に支障がないように、

登録制のアルバイトをすることにしました。 

 

 現在は就職活動が中心の生活？ 

 今登録しているアルバイトは、登録先に連絡して希望の日に仕事を入れてもらうという

システムで、働きたい日の前日までに連絡を入れれば、イベントのスタッフとか何か仕事

がありますので。できるだけ就職活動に支障をきたさないようにしています。一人暮らし

なので、収入も大事なんですが。バイト代は家賃とか生活費で消えますね。健康保険は親

の扶養で、国民年金は払ってないですね。 

 

 やはり、まだ当分業種にはこだわりますか？ 

 好きな業界の中で仕事をしたいとは思いますね。せっかくここまで就職活動してきたわ

けだし。長いこと就職活動をしてきて、精神的にタフになったというか、打たれ強くはな

ったと思うんですよ。これまでの面接でうまくいかなかったところとか、弱みを強みに変

えられるようにアピールはしているつもりなんです。 

でも、もし、この先１年経っても見つからなかったということになったら、普通の営業

職でも、というように考えるかもしれませんね。今の時点では何とも言えません。難しい

です。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

 ・大学時代から旅行業界に就職を希望しているが内定が取れず、卒業後も就職活動を継続し

ている 
 ・今後もなかなか就職が決まらないようなら他の業界にも対象を広げるべきか、迷っている 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・旅行業へのこだわりが強く、求職活動の範囲をなかなか広げられない 
・就職活動が長引き、不採用の経験を繰り返しているため、自信喪失気味 

 
 
◇明確にしたいポイント 

・旅行業以外の求人にも目を向けるとしたら、どのような業種・職種に興味を持てると思う

か 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・旅行業を第一希望にしつつ、他の業界の仕事の実際も研究する 
 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・デュアルシステム訓練 
 ・トライアル雇用 
・就職面接会 

 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｈ－２  地元就職で事務職にこだわり 
 
フリーター 高卒 ２０歳 女性 

 ハローワークで紹介された事務職のアルバイトを継続中。現在の雇用契約が更新されな

いかもしれないので、時々求人情報を見ている。 
 
 どんな仕事を希望しているんですか？ 

 通勤時間３０分ぐらいまでならいいんだけど。もっと近いところがあるなら、もっと近

いところ。通勤は渋滞に巻き込まれると、動かないから。事故なんかあったりすると全然

動かなくて、この前も、そういうことがあって、もう焦っちゃって。 
 
 他の条件は？ 

 まあ、フルタイムで、給料は、もらえたら、手取りで１５万ぐらいもらえたらいいなと

思いますけど。あとは社会保険。保険がちゃんとしたところに入りたいし。正社員のほう

がいい。難しいけど。 
 
 職種は？ 

 事務以外の仕事をしたことがないので。やっぱ、他の仕事って、自分にそれが合ってい

るかどうかわからないし。 
 
 今の仕事はいつまで？ 

 今の仕事だって、まだ期間がはっきりわからないんですよ。いつまでになるか。急にも

う「今月まで」とかっていうふうに、いきなり言われたとすると、「来月からどうしたらい

いのか」というのはありますよね。 
 
 少し努力したら正社員就職ができるかなという気持ちがありますか？ 

 探して、あるのかなあ。高卒で資格とか検定とか持ってても、高卒より大卒のほうがい

いって企業が言います。 
 
 これまでの仕事探しは？ 

企業の試験受けたのは、この３ヶ月で３社ですね。紹介で。面接の３件目が今行ってい

るところ。前のところは、ホテルの事務だと思ったら売店の販売。言われたのと話が違っ

たんですよね。相手から、「事務では採らないから、他の所探したほうがいいんじゃないか」

と言われて。もう一つは製造だった。やっぱ、事務のほうがよかったということがあって。 
 
 先のことをどう考えてますか？ 

 あんまり考えてない。このへんは給料も低いって聞きましたけど。それ考えたら、なん

か、他県に出て仕事探したほうがいいのかなって思ったりもするんですけど。でも住む所

とか家賃のこととか考えたりすると、地元にいて自分の家から通ってたほうがまだいいの

かなと思ったりもしますし。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・現在のアルバイトがいつ打ち切られるかはっきりしない 
 
 
（アドバイザー側から見た課題） 

・地元で事務職の正社員という希望では、該当する求人が少ない 
 ・企業にアピールできる資格や実務経験がない 
 
 
◇明確にしたいポイント 

・通勤範囲、職種などの求職希望をどこまで広げられるか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・地元のいろいろな職場を見てみる 
 ・事務関係の就職に有利な資格の取得を考える 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・トライアル雇用 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｉ－１  自分探しの迷路にはまる 

 

無業 専門学校卒 ２４歳 女性 

 専門学校での勉強を生かし、学校の紹介により就職。希望した業界ではあったが、現実

の業務の単調さや将来のステップアップへの道が見えず、２年余で退職。自分にとって本

当に合う仕事は何なのか、それがはっきりしなければ具体的な就職活動には進めないと感

じている。 
 

 以前の仕事を振り返ってみると？ 

 その業界に進みたいと思って入学した専門学校だったし、勉強してきたことを生かして

いけるということで、最初はしっかり仕事を覚えようと頑張ってきました。それなりに遣

り甲斐もあったし、自分で言うのも変ですが何でもソツなくこなしていけそうな自信も少

しはできていました。でも、それに反比例して、これって私が目指していた仕事なのかな

ぁと疑問に思えてきて、本当は向いていないんじゃないかと考えるようになりました。だ

んだん仕事に慣れて周りや将来が見えてくると、結局、同じことの繰り返しで誰でもでき

る仕事だし、ここにいてもステップアップの道はないというのもわかってきたんです。そ

う考え始めたら、ここで我慢しているのは時間の無駄だし、私にとっての本当の適職を探

したいと思って辞めました。 
 
 適職探しのためにどんなことをしてきた？ 

 以前の仕事は私に向いていなかったわけだから、まず自分の適性を知りたい、性格や興

味をしっかり見つめ直したいと思って、適性診断とか職業興味検査というのをいくつか受

けてみました。専門学校の時はこの道だと思って迷う必要がなかったので、就職活動で大

切だって言われる自己分析や自己理解をほとんどやっていませんでした。自己分析の本も

買って、自分探しのワークシートもきっちり書き込みました。小学校の頃から振り返った

り、いろんなエピソードも思い出したり、周りの人からの評価も聞いたり…。 
就職支援のセミナーやグループワークにも参加して、同じ世代の人たちと話をする機会

も持ちました。参考になったことも多いし、新たに気づかせてもらったこともありました。 
何に興味を持っているか、どんな能力が高いのかといったことは、何となくわかっては

きたけれど、「この仕事」というのはまだ見つけられないんですよね。 
 
 ご自分にとって適職ってどんなもの？ 

 会社の規模とか待遇っていうのは問題ではなくて、手応えが感じられて働きながら自分

が成長していけるような仕事ですね。私、「これだ！」というのが見つかれば、頑張ってい

ける自信はあるんです。この次は絶対に失敗したくないから、本当に自分に向いている仕

事でなければやりたくありません。 
 
 これから、どんな就職活動をしていきたい？ 

私は友人から相談されることも多いし、何か人の役に立つ仕事がいいのかなぁと思って

はいます。知り合いで福祉の仕事に就いている人に話を聞いたのですが、大変そうな内容

ばかりでした。これからのことを考えると、何か自分に自信が持てるものがほしいですね。

それで、資格を取るのもいいかと考えているんですが、どんな資格が向いているのか、仕

事にどんなふうに生かせるのか調べないといけないし…。私に合う資格が見つかれば、す

ぐに勉強を始める気持ちはあるんですが。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・本当の適職を探し求めているが、「これだ」と思えるものがなかなか見つからない 
・何か自分に自信の持てるものがほしい 

 
（アドバイザー側から見た課題） 

・自分の「本当の適性・適職」に対する思い入れ・こだわりが強い 
 ・本当に向いた仕事でないと具体的な就職活動に進めないと考えている 
 
 
◇明確にしたいポイント 

・適職に対するイメージがどこまで具体的になっているのか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・いろいろな職場を見てみる 
 ・就職につながりやすい資格をとりあえず何か一つ取得する 
 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

 ・デュアルシステム訓練 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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事例 Ｉ－２  ソーシャルスキルに不安 

 

無業 大学中退 ３２歳 男性 

 大学 3 年になるころから学校に行かなくなり、留年を繰り返した後中退。その後はほと

んど家にこもって過ごす。アルバイトも長続きせず、対人能力に不安を感じ、同じ悩みを

持つ自助グループに参加。 

 

学校に行かなくなったのには、なにか具体的なきっかけがあったのですか？ 

 浪人中から友達がなかなかできなくて、なんか孤立してるなあという気持ちがあって。

やっと大学に入った頃には、結構精神的にくたびれてた。サークルには参加してたけど、

逆に、サークルだけ出ていて、授業には出てなくて、だんだんそこらへん、周りとギャッ

プというか、合わないところができて。それでも、１～２年間は楽しかったんですけど、

学校に行かないということで、サークルのほうもあんまりうまく回らなくなってきて。3 年

になるための単位が足りなくて、留年ですね。それでも、ごまかし、ごまかし、何年間か

は留年を繰り返して、結局中退という形ですね。在籍していたのは、全部で 6 年間です。 
 
 大学に行かなくなってからは、どんな生活を？ 

 全く何もしない生活ですね。本とか、ゲームとか。あと、生きることとか、世の中のこ

ととか考えたり。今思い出してもよくわからない状況ですけど。やっぱり、どちちらかと

いうと、後ろ向きなことが多かったですね、考えることは。ただ生きてるのって、時間が

余るから。 
 
 家族の方からはどんなふうに言われていましたか？ 

 留年した時は、親から「そんなに扶養義務はないから」って言われましたが、自分は、

やはりまだ生活を変えられないっていう感じで、先延ばししていたくて。結局大学を離れ

ることになったのは、普通だったら卒業してハードルを越えていく年齢をとっくに過ぎて

しまい、ここまで年をとったらもういいやってあきらめたというか。自分も両親も。だか

ら、やめたのも何となく、何となくですね。どこか行く当てがあったわけではないので。 
 
 大学を離れてからは、アルバイトなどをしていたのですか？ 

 最初の頃、アルバイトを２～３か所でやってみたりしたんですが、長続きしないんです

よ。なんか、人とうまくコミュニケーションできないっていうか。人に適当に合わせて話

したりってことが苦手で。自分のペースが守れなるでしょ？そうすると苦しくなって、行

きたくなくなるんですよ。対人能力っていうのかな、それが足りないみたいなんですよ。

それで、そういう悩みを持っている人のグループというのをネットで探して、参加するよ

うになったんですよ。 
 
 そのグループに参加してみて、いかがでしたか？ 

 まあ、いろいろ大変なこともありますけど、少しは人と話せるようになったかなあ。ア

ルバイト探しなんかも手伝ってくれる人がいて、何かあっても話を聞いてもらえるから、

アルバイトが続けられるようになったし。大学に入った時は何が勉強したいってこともな

く、何となく入学したから授業も興味なかったけど、やっぱりこのままじゃまずいから、

通信教育ででもやり直してみようかなと思ったり。 
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◇何が課題なのか 

（本人が意識している課題） 

・対人関係をうまく築く能力に問題がある 
・社会参加しなかった期間が長く、年齢が高くなっている 

 
（アドバイザー側から見た課題） 

・人間関係や職場環境にどのように合わせていったらよいか、自信がない 
 ・年齢相応の職業経験がない 
 
 
◇明確にしたいポイント 

・ソーシャルスキルの中でどのような部分が特に不足し、高めていく必要があるか 
 
 
 
 
◇当面考えられる目標設定 

 ・これまでより長期のアルバイトを探す 
 ・就職につながりやすい資格の取得を考える 
 
 
◇可能なアドバイスの例 

 
 
 
 
 
 
◇利用できる支援メニューやツール 

・ソーシャルスキル・トレーニングのグループワーク 
・デュアルシステム訓練 
 
 
 
 
 
◇支援計画の組み立て案 
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アドバイス編 

 

若者に対する相談援助のポイント 

 
◇ 迎え入れ                     （「育て上げ」ネット）･･･ 39 

 

◇ 支援プランを立てる             （大阪ユースハローワーク）･･･40 

 

◇ 支援メニューをそろえる          （ちば若者キャリアセンター）･･･41 

 

◇ 個別相談－就職活動に踏み出すステップ      （「育て上げ」ネット）･･･ 42 

 

◇ グループワーク－運営の工夫         （ヤングハローワーク渋谷）･･･43 

  

 ◇ グループワーク－ジョブクラブ      （ヤングキャリアセンター埼玉）･･･44 

  

 ◇ イベントの企画－地域との連携     （ヤングジョブスポットよこはま）･･･45 

 

◇ 職業適性検査、適性診断等の利用       （労働政策研究・研修機構）･･･46 

 

◇ トライアル雇用               （ヤングハローワーク渋谷）･･･48 

 

◇ ひとり立ちの促進                （「育て上げ」ネット）･･･ 49 

 

◇ 学校との連携－高校生に対する職業ガイダンス    （ハローワーク足立）･･･50 

 

◇ 学校との連携－未内定者のフォロー         （ハローワーク足立）･･･51 

 

◇ メンタルなサポート      （国立精神・神経センター精神保健研究所）･･･52 

 

 

▽ご協力いただいた機関 

ハローワーク渋谷（ヤングハローワーク） 

ハローワーク足立 

大阪ユースハローワーク 

ちば若者キャリアセンター 

ヤングキャリアセンター埼玉 

独立行政法人雇用・能力開発機構 ヤングジョブスポットよこはま 

ＮＰＯ法人 育て上げネット 

独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構 障害者職業総合センター 

国立精神・神経センター精神保健研究所 

 

＊各質問に回答いただいた方々の所属・役職等は 2005 年 3 月現在のものです。 
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◇迎え入れ  

 

相談窓口を訪れる若者の状況や、それぞれの来所者が窓口に期待するものはさまざまです。

周囲に勧められてとりあえず来てみたものの、自分がそこに何を求めているのか、はっきりしてい

ないという人もいます。このような若い人たちを、窓口で最初に受け入れるときには、どのような配

慮をしていけばよいのでしょうか。 

 
多様なスタッフで対応する 

NPO 法人「育て上げ」ネット理事長 工藤 啓 氏 

 

利用者には多様な層がいます。フリーターと言っても、それぞれの状態や状況、希望など

は千差万別です。そのため、利用者対応は非常にデリケートな問題となります。来た人は誰

でも同じ方法で対応というわけにもいきません。 

 基本的には、利用者が訪問してきた場合、一番近くにいるスタッフが声をかけます。4 回

目、5 回目の利用者さんですと、だいたい仲のよいスタッフがいたり、施設に慣れています

ので、それほど気を使わなくても良いのですが、初めての方には施設で提供している事業な

ども紹介しなければなりません。ですから、「とりあえず」一番近くの人が声をかけること

になります。 

 一通りの説明が終わると、だいたいが何か興味のあるものはあるのかという話になります

が、まずは雑談ということで、簡単な世間話をしたりします。もちろん、しなければならな

いということではありません。しかしながら、人間には「合う・合わない」という問題があ

ります。それを確認するためにも雑談は貴重です。なぜなら、スタッフ側の人間が自分と合

わないと思えば、相手方も大体において、このスタッフとは合わないと思っているからです。

ただ、簡単な雑談の中で、利用者の興味や状況などが分かれば、それに合いそうなスタッフ

は容易に想像がつきます。 

 この利用者は自分とは話が合わないけど、○○さんと趣味が一緒だな、悩みの出所が近い

な、同じような経験をしているなと判断できれば、自然な形で○○さんにお願いし、利用者

対応を交代してもらうようにしています。これは利用者のためであり、スタッフのためでも

あります。話が合うスタッフを発見することは、その「場」を安心できると思い、再度利用

していただける可能性が高くなります。ですから、利用者もスタッフもなるべく自分が対応

をしていて良い感じである方を対応するという約束事ができています。 

 そうなりますと、誰とも合わないと思われる利用者が来たりもします。そのような場合に

は、まずは責任者的な存在、経験の豊富なスタッフなどが対応します。話を合わせたりする

ためには、豊富な知識、教養があればそれなりに対処できるからです。 

それでも難しい場合も多々あります。例えば精神的に何らかの問題を抱えている方などの

場合です。そのようなケースも想定し、カウンセリングの臨床経験のある方や精神保健福祉

士、ケースワーカーの資格を持っている方を予めスタッフに組み込んでおくとよいと思いま

す。 

 

「若年者就労支援レポート」から 
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◇支援プランを立てる 

 

 若者の就職を支援する施策や制度、ツールの整備が進んでいます。窓口を利用する若者の状

況がさまざまである中で、これらをうまく使いこなし、早い段階で、それぞれの若者に応じた支援プ

ランを策定していくことが重要になっていますが、そのためにはどのような工夫があるでしょうか。 

 

セルフチェックシートでコースを振り分け 

大阪ユースハローワーク 

 

 大阪ユースハローワークは、若年者専門のハローワークとして 1997 年に設置されまし

たが、2003 年 3 月に、大阪学生職業センター、ヤングサポートプラザと統合して若年者

総合支援施設として再編されました。この背景としては、利用者の個々の適性や要望を見

極めて適切な助言指導を行えるよう、窓口のガイダンス能力を高めるという目的がありま

す。 

 大阪ユースハローワークでは、求職登録時の求職者の職業適性の見極めを重視していま

す。 

 このため、求職者が記入した「セルフチェックシート」により、これまでの求職活動や

就職意欲などについて自分自身で再確認してもらうとともに、求職者を「支援型」と「情

報提供型」の 2 つのコースに振り分けます。 

 情報提供型は、職業意識が高く、情報提供のみで早期就職が可能と見込まれる人が対象

です。 

支援型は、さらに「チャレンジアップコース」と「ベースアップコース」に分けられま

す。 

チャレンジアップコースは自分の就職希望条件などが概ね意思表示できる人や職種転換

を考えている人などが対象です。支援の内容は、①求人ニーズの理解、②職業相談・職業

紹介、③求職者情報の公開、④面接攻略法などの実践指導セミナー、⑤企業への個別売り

込み、などです。自己紹介書や職務経歴書などの求職者情報をデータ化し、動画による一

言自己 PR も取り入れて「推薦者カタログ」を作成し、モバイル PC を活用した積極的な個

別売り込みを行います。 

ベースアップコースは、早期離転職を繰り返すなど、自分の職業適性についての理解が

はっきりしない人や職業意識が希薄な人を主な対象としています。チャレンジアップコー

スへ進むことを前提に、集中的な支援を行います。具体的な支援メニューは、①随時相談、

②職業意識啓発などの相談、③職業適性検査、などです。定期的に、関西文化研究学園都

市にある「私のしごと館」へのツアーなども実施しています。 
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◇支援メニューをそろえる 

 

 就職支援窓口を訪れる若者には、就職活動の経験のない人や仕事に就いたことのない人から、

すでに何度か転職経験のある人まで、求職活動に関していろいろな段階の人がいます。これらの

就職に関するレディネスが異なる利用者に対し、どのようなメニューをそろえていけば、それぞれ

のニーズに対応することができるでしょうか。 

 

多様なプログラムを提案 

ちば若者キャリアセンター 

 

ちば若者キャリアセンターでは、基本となるキャリアカウンセラーの個別相談のほか、

次のように、利用者の段階に応じて選択できるさまざまなサービスメニューをラインナッ

プしています。 

就職スタートアッププログラム･･･就職活動をこれから始める人、就職活動に不安を感じ

ている人向け。 

 求職スキルセミナー･･･自己 PR、仕事探索、応募書類作成、面接練習のトレーニングな

どを行う。実践的な就職活動に踏み出した人向け。 

 ビジネスマナーセミナー･･･ビジネスの現場で役に立つマナーを身につけ、自信を持って

行動できるようにする。 

必勝倶楽部･･･求職活動中の仲間と情報交換をし、励ましあって就職活動を進める。 

情報収集セミナー･･･さまざまな業界の実情やそこで求められる人材像、就職後も役立つ

ノウハウなどを知る。 

求人案内セミナー･･･求人情報を見るポイントを学んだ後、具体的な求人情報の案内を受

け応募につなげていく。 

仕事発見テスト･･･「興味・関心」から職業を探索。 

トークライブラリー･･･企業で働いている人をゲストとして迎え、仕事やキャリアについ

てインタビュー形式で答えてもらう。職業生活や業界について日頃聞きたいと思っていた

ことを直接質問できる。 

コミュニケーションスキルアップセミナー･･･人とうまく対話できるよう、理解力・伝達

力を身につける。 

面接道場･･･面接が決まった人向けに、面接本番前日に行うアドバイス。ベテランのカウ

ンセラーがノウハウ・メンタル両面でサポートすることで、面接直前の緊張や不安が取り

除かれ、成功率が大幅にアップ。 

履歴書チェッカー･･･履歴書や職務経歴書をチェックし、厳しく、細かく、受かるために

赤ペンを入れ、アドバイスする。 

このように、利用者が選択できるメニューを段階的にそろえていますので、就職活動は

全く初めてという人から、ある程度の活動経験はあるが就職のための知識やスキルの面で

不安がある人、別の業界に転職したいという人まで、どのような段階の方が来られても、

何か参加できるプログラムが用意されています。 

もちろん、最初は就職スタートアッププログラムから始めて、段階的に実践的なプログ

ラムを利用し、就職に向けた力をじっくり身につけていくこともできます。 

同じフロアにハローワークがあり、立地条件にも恵まれているため、発足当時から多く

の利用者があります。このようなスケールメリットを生かし、引き続きさまざまな新メニ

ューを開発していく予定です。 
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◇個別相談－就職活動に踏み出すステップ  

 

 就職活動の方法やノウハウについてさまざまな情報が提供されている中、頭では手順を理解し

ても、実際の一歩が踏み出せない若者もいます。このような利用者に対する支援の方法として、

工夫していることはありますか。 

 
共同作業の雰囲気で 

NPO 法人「育て上げ」ネット理事長 工藤 啓 氏 

  

「すごく条件の良い求人を見つけました。明日電話してみようと思います。」と報告して

くれる方々がいます。このような言葉を発する若者の多くは、なかなか就職（求人を探す

という意味で）を見つけることができません。また、このように良い求人を見つけては就

職できずに、同じ場所をさまよう傾向があります。なぜでしょうか。それは、「明日」とい

う言葉に集約されています。好条件の求人が減少している中、その場ですぐに採用者に連

絡を取り、面接のアポイントをもらわなければ、面接すら受けられないからです。 

ただ、ここで勘違いしがちなのは、彼らは電話をしたいのだけれども、「断られたらどう

しよう」「うまく話せなかったらどうしよう」「電話が面接の一次だったらどうしよう」と

いった、「どうしよう」という不安から、電話をかけることをためらってしまっているので

あって、決してやる気がないわけではないということです。というのも、一度面接日が決

定されれば、そのチャンスを活かすべく、履歴書作成や面接準備にとりかかるからです。 

これを、「それは本当に仕事を探す気がないのだ」と片付けてしまうのはいささか乱暴で

あり、若者理解という面においては時代錯誤的であるでしょう。もちろん、代わりに電話

をかけてあげることはできませんし、代わりに電話をかけてしまえば、若者の自尊心を傷

つけ、面接にすら行かない可能性があります。なぜなら、心の中では「それくらいできる」

と考えるからです。 

このような若者に対して私が採っている方法が二つあります。一つは、若者が求人を見

つけ、持ってきた時点で即座に電話をかけさせることです。私の場合、同世代ということ

もあるため、友達的に「びびってないでかけろよ～」「分かった、意味は分からないけど俺

のために電話をかけてくれ」と冗談まじりに背中を押します。これは、支援者が同世代で

あるか、たとえ同世代でなくてもかなり親しい関係でなければ難しいと思います。一人で

電話をかけるのが不安で、何となく恥ずかしいというときに、傍に友達や一緒に考えてく

れる支援者がいると何となくホッとするのでしょう。 

もう一つは、一人で求人を探させずに一緒に探すというものです。求人雑誌を一緒に見

ることもありますし、ハローワーク等に一緒に行くこともあります。そして、その場でよ

い条件の求人があれば、「とりあえず電話をかけてから考えよう」ということで、連絡を取

らせることにしています。ここでのポイントは、求人探しから面接のアポイント取りまで

が孤独な作業プロセスではなく、グループワーク的、共同作業的な雰囲気で行われるとい

うことです。重要なのは、求人票を開く、ハローワークに一緒に行くといったスタート時

点で既に人間関係が円滑であるということです。一緒に行う行為自体ではありません。 

共同作業というと、いかにも「一緒に探しますよ」「お手伝いしますよ」と待ち構え、若

者が来たら相談にのりますというようなサービスを想像しがちですが、その旧来の発想で

のサービスはすでに立ち行かなくなっています。信頼関係、相談（悩みを聞く）、共同作業、

アフターケアのプロセスを、人間同士のふれあいを基礎にして進めることが必要です。 

「若年者就労支援レポート」から 
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◇グループワーク－運営の工夫 

 

 各支援機関では、個別の相談だけでなく、他の人との交流の中で就職への意欲や意識を高め

ていけるグループワークの企画に知恵を絞っておられることと思います。グループワークのテーマ

の設定や運営に関しては、どのようなことを心がけておられますか。 

 

受講者が能動的に参加できる運営 

ヤングハローワーク渋谷 永野 靖 統括職業指導官 

 

就職支援に関するグループワークとしては、「面接の受け方などのマナー講習」、「自己理

解」「コミュニケーションの取り方」など様々な企画が考えられます。 

 これらのテーマは、定期的に実施できるものもあれば、時期を狙って実施したほうが良

い場合もあります。 

 例えば、「面接の受け方などのマナー講習」などは、一般の若年求職者向けには定期的開

催が可能ですが、就職希望の高校生３年生向けに実施する場合は、グレードを高校生用に

合わせて、面接解禁日（９月１６日）の少し前から実施するなどの配慮が必要となります。 

 また、グループワークの良さは、受講者自ら積極的に参加することにありますので、座

学的な部分は始めの一部分にとどめ、ロールプレイングなど、なるべく受講者が能動的に

関われるスタイルを早めに入れることが望ましいと言えます。この際、受講者の人数が多

い場合は、内容によってグループに分かれて作業を行うこともありますが、この場合は１

グループせいぜい６人までとし、必要によってファシリテーターを使うのが良いと思いま

す。 

 さらに、「やってやりっぱなし」にならないよう、終了時には簡単な感想文を提出させる

など、自身で収穫を確認させることが必要です。また、模擬面接など、グループワークの

内容によっては、就職意欲のポテンシャルが上がっていますので、修了者をそのまま帰さ

ず、例えばハローワークであれば受講後の時間に求人情報の検索や職業相談を勧めるなど、

「その気にさせる」工夫も必要です。 

 

 

 

【若者を参加させるための工夫】 

○施設内にリクエストボードを設け、関心のある職業、話が聞きたいと思う講師の要望をつのる。 

○「普段会えない人に会える」というメリットを明確にする。 

○テーマに多くの利用者の興味を引くキーワードを入れる。定員を少なくし、講師との距離を近

くすることで、より伝わりやすくする。 

○事業の目的に合わせて、部屋のつくりや音楽を取り入れるなど、目的達成がされやすい雰囲気

をつくる。 

○初対面同士が参加するので、最初の緊張感をやわらげるため、自己紹介に参加動機を加えるこ

とで共通感を持たせたり、席を固定しないように動きを持たせたりする。 

○ファシリテーターの価値観を押し付けない。 

○参加者全員で運営しているように配慮する。 

○一方的なセミナーにしない。「対話」を軸に参加者自らが考えるように促す。 

 

「若年者に対する相談援助手法に関する調査」（平成 16 年 2 月 雇用・能力開発機構）より 
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◇グループワーク－ジョブクラブ 

 
 就職活動では、自己理解・職業理解を進めていく中で自分を見つめるという個別の（孤独な）作

業も多くなります。なかなかスムーズに活動が進まない、内定・採用に辿り着かないという閉塞状

況に陥ったとき、モチベーションを高め視野を広げていくために効果的な取組みはありますか。 

 
仲間作りと自分の強み再発見 

ヤングキャリアセンター埼玉 

 

・「就職活動をどう進めていけばいいかわからなくなっていたとき、自分の良い面・長所を

教えてもらいヤル気が出てきました。」 

・「いろいろなテーマで話し合いをしていく中で、今までなかった別の見方や新たな情報を

得ることができました。」 

・「面接のロールプレイで他の会員の受け答えを聞いたり、面接官の立場を経験したことが

参考になりました。」 

２ヵ月にわたるジョブクラブの締め括りとなる【最終報告会】では、会員の皆さんから

このようなお話がよく聞かれます。 

【ジョブクラブ】は２０名の会員で構成される、就職活動のサポートクラブです。メイ

ンとなる６回のグループワークでは、さまざまなテーマで話し合いやロールプレイが行な

われます。例えば、「企業が若年者に求める人材要件」「求人情報の探し方、良い会社の見

分け方」「長所・セールスポイントの再発見」「就職活動中の気分転換法・モチベーション

の高め方」「面接で不安なことは？・面接ロールプレイ」等々、会員のリクエストにも応え

ながらテーマを設定していきます。まず４～５名の会員とファシリテーター役のキャリア

カウンセラー１名のグループで話し合いをした後に、グループの代表が全員の前で発表す

る形式で、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力の向上にも繋がっています。

グループワークには、周りから客観的な意見・感想を言ってもらうことにより、「同じよ

うなことで悩んでいるんだなぁ。」「自分勝手な思い込みで活動していた。」という気付きが

あったり、「私はこんなふうに見られているんだ。」「こんなに良い点があったんだ。」とい

う自分の強みや能力の再発見ができたりといった大きな効果があります。（この気付きは個

別のカウンセリングを組み合わせることで、より相乗効果を発揮していきます。） 

同じ目標に向かう仲間ができたという安心感を得て、多くの会員の表情に自信と明るさ

が戻り、最終報告会での振り返りの言葉に結びついていくようです。 
 
【ジョブクラブの流れ】 

キャリアカウンセリング（インテーク）：ジョブクラブの活動の説明、職業経験やプロフィールの確

認、就職活動の方向性の検討 等 

就職支援基本セミナー：２日間合計１０時間。自己理解・職業理解の進め方、応募書類作成

のポイント、面接のポイント 等 

グループワーク（６回）：毎週１回３時間。４～５名のグループにキャリアカウンセラーが 

↓     １名加わり、各回のテーマに応じた話し合い・ロールプレイ 等 

キャリアカウンセリング（３回）：２週間に１回１時間。会員各自の就職活動の状況に応じ、 

↓         応募書類の添削・面接対策・求人情報へのアドバイス 等

☆就職！☆ 
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◇イベントの企画－地域との連携 

 

 利用者に好評で、利用率の高いイベントを長く続けていくには、いろいろな配慮が必要だと思わ

れます。参加者の意欲を高めたり、地域との連携関係を深めるために、工夫されていることがあり

ますか。 

 

職業人から具体的な話が聞ける機会を設定 

 

ヤングジョブスポットよこはま 相談担当者 

 

ヤングジョブスポットよこはまでは、「職業ふれあい事業」として、さまざまな職業の方々

からお話を聞く機会を設けています。開催回数は、平均して月に１５回前後になりますの

で、週に２～３回はこのフォーラムに参加する機会があることになります。 

１回のフォーラムに参加する人数は１０人前後、時間は約２時間としています。円卓を

囲み、話しやすい雰囲気を作るために、１～２人のスタッフがコーディネーターとして入

り、進行をしていきます。 

ゲストの職業はさまざまであり、身近なお店の販売職の方から、営業職、技術者、社会

福祉の専門職、デザイナー、企業経営者など多岐に渡っています。 

基本的には、近隣地域の企業や事務所などを中心に、スタッフが直接交渉し、協力して

くださる方を開拓しています。したがって、特に普段いろいろなところで講演活動をして

いる方々というわけではなく、普通の会社員や公務員であったり、中小企業の経営や自営

をしているという方々が中心です。 

地域の社会活動団体のご理解をいただき、こちらを通じてボランティア的に協力してく

ださる場合もあります。また、一度協力してくださった方が他の職業の方を紹介してくだ

さったりして、輪が広がる場合もあります。 

忙しい社会人にとっては、午後半日の時間をこのために割くことはなかなかたいへんな

ことだと思いますが、自分にとってもこれまでの仕事や職業生活を振り返る意味で良い機

会が持てたと言っていただくこともあります。 

スタッフにとっても、地域の企業や職場を知り、ネットワークができるだけでなく、交

渉力が身につくなど、プラスになることが多い催しだと思っています。 

ポイントとしては、特定の分野に偏ることなく、いろいろな職業の方を開拓して、バラ

エティを持たせること、利用者が参加しやすいような雰囲気を保つことでしょう。 

単に仕事内容や労働条件に関する情報を得るというだけでなく、職業人として必要な基

本的な姿勢やマナーを学ぶこと、フォーラムに参加して話を聞いたり質問をすることによ

り、コミュニケーションの能力を向上させることも大切な目的です。 

そのためには、このような少人数での交流の場を数多く設定することが、なかなか効果

的な方法なのではないかと思います。 
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◇職業適性検査、適性診断等の利用 

 

 キャリア・インサイトなど、職業適性診断や適性検査の利用を希望する人が増えています。相談

の糸口を見つけるためにも有効なツールであり、窓口での支援の一環として、一層の活用を図る

ことができればと思います。このようなツールを利用するに当たって、どのような点に配慮が必要

でしょうか。 

 

検査結果のフィードバックは受検者の想いを核として 

 

労働政策研究・研修機構 職業相談・就職支援部門 松本 純平 統括研究員 

 

自分が何に向いているのか、自分がどんな点でアピールできるかなど自分自身について

よく理解していることは、就職活動の核といえます。逆の見方をすると、この核になる部

分があいまいであったり、自信を持てないような場合は、求職活動そのものが不活発にな

り、結果的に納得できる就職活動ができないことになりかねません。例えば、大阪ユース

ハローワークが利用者に行った調査によれば、回答者の４割近い若者が、「就職活動を積極

的に行っていなかった理由」として「自分に向いている仕事が分からないこと」をあげて

います。 

自分がどんな職業に向いているかを知りたい時思いつくのが「適性検査」の受検です。

同調査でも、回答者の２割を超える若者が「適性検査を受けたい」と答えています。若者

に適性検査を使用しようとする時には、この辺の事情について理解をもつことがとても大

切です。つまり、特に「適性」について迷っている者に対して使用される適性検査は、受

検者にとても大きな影響力をもつ可能性があるからです。仕事経験も少なく、知る手段が

あまりない「適性」の問題。「適性検査」は、自分の将来を左右する重要な情報を提供する

ものと考えられて当然です。 

しかし、適性検査は万能ではないし、その結果からわかることは限られています。将来

を予測する手がかりとして利用したいのですが、単独の結果だけから得られる予測力は期

待しているほど高いわけではありません。その他のいろいろな個人情報を統合することに

よって、やっと妥当性の高い情報が得られると言っても言い過ぎではないでしょう。担当

者の間には、適性検査は、カウンセリングなどと比較すると習得の容易な技術であると見

られているようですが、その結果から妥当性の高い解釈と適切な伝達ができるようになる

には、理論的な学習や知識とともにいろいろなケースを経験する必要がある点には留意す

べきです。 

最近、就職問題に関わって若者のひきこもりについて話題になることが多くなっていま

す。こうした傾向を持ちがちな現代の若者に対して適性検査を使用する場合は、検査自体

についての知識を豊富に持つというばかりでなく、特に、相手の迷っていたり、悩んでい

たりする立場についての想像力を働かせながら、検査結果を相手が理解できる言葉で、相

手の知りたい情報と関連づけながら提供するという技術がとても重要になります。どんな

結論がでたのかを、不安と期待を持って待ち受けているわけですから、断定的な表現で伝

えることは最も慎むべき事です。 

まず、一人一人が検査を受検する中で感じたことを理解する必要があります。それらを

丁寧に聴く中で自ずと受検者が適性検査の結果という形でどのような情報を知りたがって

いるのかが見えてくるはずです。職業相談の中で使用される適性検査の結果の伝達は、そ

うして引き出された受検者の想いを核にして展開されるべきなのです。適性検査の結果の
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フィードバックに関して一般型があるわけではありません。検査結果は客観的な事実だか

らと考えて、機械的に結果を伝えることはむしろ害になる場合が多いのです。 

担当者が持っている様々な知識と経験を組み立てながら、受検者の迷いや不安などの想

いや知りたいことを敏感に感じ取りながら、受検者が抱えている課題解決に役立ちそうな

情報を紡ぎ出していく過程が、解釈＝フィードバックということになります。それは受検

者と担当者が協同で行うきわめて専門性の高い創造的な作業といえます。 

 

 
 
【労働政策研究・研修機構が提供している職業適性検査・職業興味検査】 

 

検査名 標準的適用対象 測定因子・分野 実施方法 所要時間 

厚生労働省編一

般職業適性検査

（GATB） 

中学校 2 年生以

上（13～45 歳未

満）の生徒・学

生・求職者 

15 種の下位検査（紙筆検査

11 種、器具検査 4 種）から 9

種の適性能（知的能力、言語

能力、数理能力、書記的知覚、

空間判断力、形態知覚、運動

共応、指先の器用さ、手腕の

器用さ）を測定し、適性職業

群を示す。 

紙 筆 検 査

法、器具検

査法。 

集団・個別

実施とも可

能 

紙 筆 検 査

45～50 分 

器 具 検 査

12～15 分 

職業レディネス

テスト（VRT） 

中学 2 年生から

高校 3 年生まで 

6 つの職業領域（現実的、研

究的、芸術的、社会的、企業

的、慣習的）への興味・自信

と 3 方向の日常行動特性（対

情報、対人、対物）から、職

業興味、基礎的志向性と職務

遂行に関する自信度の特徴

を得る。 

質問紙（職

務記述リス

ト）法。 

集団・個別

実施とも可

能 

約 50 分 

（ 自 己 採

点 時 間 含

む） 

VPI 職業興味検

査 

大学生･短大生を

中心とする若年

者 

6 つの興味領域（現実的、研

究的、芸術的、社会的、企業

的、慣習的）尺度と 5つの傾

向（自己統制、地位志向など）

尺度から、職業興味や職業認

知における心理的特徴を得

る。 

質問紙（職

業 名 リ ス

ト）法。 

集団・個別

実施とも可

能 

15～20 分 

（ 自 己 採

点時間 5～

10 分） 

キャリア・イン

サ イ ト （ In ☆

Sites2000） 

20 歳～30 歳台前

半程度（学生、 

若年求職者） 

適性診断、総合評価、職業情

報、キャリア・プランニング

の 4 つのコーナーにより構

成。適性診断コーナーは、能

力、興味、価値観、行動特性

の 4 つの検査を含む。 

パソコンに

よる自己探

索システム 

90～120 分

（ 分 割 実

施可） 
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◇トライアル雇用 

 

 すぐに正社員就職ができない場合、トライアル雇用のようにステップを踏んで就職に近づく方法

もあります。トライアル雇用を勧める場合のポイント、正規雇用につなげるためのフォローアップな

ど、制度を活用するために工夫されていることはありますか。 

 

就職未経験からくる不安をトライアル雇用で緩和 

ヤングハローワーク渋谷 永野 靖 統括職業指導官 

職業経験の乏しい若年者にとって、トライアル雇用制度は非常に有効な制度です。 

 現在、多くの求人は「○○経験者」という経験者を求める求人が多く、未経験者の就業

環境は厳しいものがあります。そこで、若年者トライアル雇用制度の活用となるわけです

が、現在、求人者、求職者双方とも制度の周知がまだまだの感があります。 

 ヤングハローワークでは、登録する際の必須項目として若年者トライアル雇用制度の活

用希望を聞いており、その際制度の概要についても説明しています。今年度、ヤングハロ

ーワークに新規登録した 7,200 人についてみると、74％が制度を利用したいと回答して

います。 

 若年者トライアル雇用制度の、企業側のメリットとしては、奨励金の支給により採用初

期の人件費コストが軽減できること、３ヶ月間じっくりと本人の適性を見ることができる

ことにあります。（これまでヤングハローワークのご紹介で若年者トライアル雇用を実施し

た企業に対するアンケートでは、９６％の企業が今後もこの制度を利用したいと答えてい

ます。） 

 一方、求職者側のメリットとしては、本採用に移行するための条件（ハードル）が具体

的に設定されるため取組みがしやすいこと、会社の雰囲気や自分の適性が見極められるこ

とにあります。 

 職種的には、事務、専門技術、販売等様々な職種で利用することができますが、ヤング

ハローワークで紹介した若年者トライアル雇用対象求人のベスト３は営業、一般事務、シ

ステムエンジニアとなっています。 

 本採用への移行条件については、専門技術職は技術のレベル、販売職は商品知識など、

比較的わかりやすい目標設定ができますが、一般事務職の場合は、「データ入力が確実にで

きること」「業務の基礎知識が身につくこと」「電話応対がスムースにできること」など、

幾分抽象的な目標設定になることもあります。いずれにせよ、本採用への移行条件をクリ

アできるよう、トライアル雇用開始後早い時点から目標を意識し、自分なりに絶えず到達

度をチェックしていくことを利用者の方々にアドバイスするとよいと思います。 

 学校卒業後、いわゆるフリーターを続けていて正社員としてのキャリアがない若者は、

経験がないまま年齢を重ねてしまったことについて不安に思っている人が多くいます。こ

うした不安を若年者トライアル雇用制度で緩和できればと思います。 

 なお、トライアル雇用を利用しても、常用雇用に移行しないケースが全国平均で２割程

度、５人に１人ぐらいの割合であります。このような場合、利用者からも企業からもよく

状況を聞き、移行しなかった理由の分析をすることが必要です。そして、利用者がトライ

アル雇用によって得た経験や知識を次の就職活動に生かせるよう励ましていくとともに、

今後その企業をトライアル雇用先として紹介する場合に留意することなどの情報も整理し

ておきます。 

 また、若年者トライアル雇用を活用せず、最初から正社員としての入社を望む考え方も

少なくはないということも付け加えておきます。 
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◇ひとり立ちの促進 

 

 利用者の中には、相談を重ねても、キャリア形成への具体的なプランがなかなか描けなかった

り、就職活動に踏み出せなかったりする人もいます。利用が長期化してきた場合の対応には、ど

のような配慮が必要でしょうか。 

 
だれが背中を押すか 

NPO 法人「育て上げ」ネット理事長 工藤 啓 氏 

 

手厚い就労支援が必要な層には、友達作り、他者とのコミュニケーション機会の提供、

それらによる就労、人生における悩み・不安の解消が大切です。それを機能させるために

は、一時的な利用ではなく、気軽に、何度でも安心して利用できる「たまり場」的な雰囲

気を持った場所の設置が必要です。 

これらの若者層に慣れていない方からよく聞かれることは、「いつまでたまり場に居続け

るのか?居続けさせるのか?」という質問です。これは非常にデリケートな問題であり、結

局、それぞれの若者によるということです。つまり、「たまり場」的なものを必要とする若

者にも、1 日で十分な人もいますし、1 年以上時間のかかる方もいるということです。ただ

し、私は、無為に「たまらせ続ける」ことには否定的です。 

若者の中には、「本当は背中を押して欲しい」と望んでいる方々もいます。居心地が良く、

なんとなく過ぎていく時間に焦りながらも、自分からは動かない（動けない）層がこれに

当たります。傾向としては、保護者を含めた社会から就労へのプレッシャーをうまくかけ

られていなかった方が多い感じがします。言い方を変えれば、プレッシャーをかけてもら

うことができなかったということです。 

自分で積極的に動くタイプではない人間に、「自分で自由に決めなさい」的なプレッシャ

ーの低いアドバイスは、結局、本人を苦しめていることになります。この場合、「自己決定

自己責任」という社会経験に穴が開いているとも考えることができます。彼らは、言葉と

しては表に出さなくとも、本心では「働け」「動け」と強いプレッシャーをかけてもらえる

ことを望んでいます。そのような若者を見抜けず、いたずらに時間を過させるのは、支援

者の能力不足であるといえます。 

ただし、ここでも勘違いしがちなのは、プレッシャーをむやみやたらにかけるのはもち

ろんですが、やり方が分かれば誰でもすぐに実行に移せるというマニュアルが必要と思っ

てしまうことです。まずは信頼関係ありきです。相手側に信頼されていない人間、付き合

いの浅い人間がプレッシャーをかければ、おおいなるおせっかいであるだけではなく、逆

効果になりかねません。 

つまり、友達的な同世代からのプレッシャーであれば受け入れるのか、経験のある方か

らの説教じみたものがよいのか、または、母親的な方がやさしく諭す形がよいのか、これ

はその若者次第となります。このあたりに対応するためには、幅広い年齢・特徴を支援ス

タッフとして準備しなければなりません。また、スタッフが「できる人間」、「資格を持っ

ている人間」ばかりであることがマイナスに働くことも多く、支援スタッフの構成につい

ては良く考える必要があります。 

 

「若年者就労支援レポート」から 
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◇学校との連携－高校生に対する職業ガイダンス 

 
 高校生に対する職業ガイダンスを効果的に進めるには、学校との信頼関係や連携体制をしっ

かりと確立することが重要だと考えられます。学校との連携の強化のために、どのような工夫をさ

れていますか。 

 

インターンシップや「校内ハローワーク」でつながりを強める 

 

ハローワーク足立 細田 誠 統括職業指導官 

 

ハローワークと学校との連携は、従来、高校就職対策会議等による情報伝達が主体でした。

このため、ハローワークが学校に出向く機会は少なく、学校や生徒の実情を把握できていま

せんでしたし、学校の側にもハローワークの組織や業務内容について十分理解があるとは言

えませんでした。このため、「クラスごとに職業講話を実施させてほしい」と学校に再三呼び

かけても、なかなか要請がなく、インターンシップについても、「全校生徒対象に実施するの

が効果的であるので、受け入れ企業をハローワークでも開拓する」と呼びかけても、ほとん

どの学校で、一部の希望者だけの実施にとどまるという状況でした。 

 普通科の高校の中には、進学指導を重視し、まだ職業意識啓発の重要性を十分認識されて

いない学校もあるので、まず学校の組織や年間学事日程、個々の学校や生徒の実情を理解し、

学校の信頼を得ることが重要になります。この場合、進路指導担当教員のみでなく、各学年、

クラスの担当教員の協力がなければ、学年やクラスごとの実施が困難になるので、学校を訪

問し、組織的な対応をしてもらうことが重要です。 

学校との連携を深めるための工夫はいろいろありますが、16 年度に 2 名のジョブサポー

ターが配置されたので、独自の取り組みとして、新たに「校内ハローワーク」という事業を

開始しました。これは、日程を決めて高校にジョブサポーターが出張し、校内にハローワー

クを開設して、1 年生から 3 年生まで全校生徒に自由に来てもらうというものです。職業意

識啓発を図る目的ですが、将来、仕事に悩んだ時にハローワークに来所するきっかけ作りに

もなるのではないかと考えています。 

また、急激な社会経済環境の変化により、保護者も、現在の労働市場や職業に関する知識

が十分でなく、子供の進路選択に適切な助言ができないという問題もあります。そこで、生

徒や教員向けの職業講話や研修だけでなく、保護者向けにもセミナーを開催して、労働市場

の現状やフリーター問題、ハローワークの支援体制などについて説明を行っています。 

 インターンシップの実施に関しては、職業意識啓発に有効な方法ではありますが、一部の

参加希望者向けでは、もともと意識の高い生徒だけが参加することになるので、全生徒向け

に実施することが必要だと考えています。また、これにより、全教諭が受け入れ企業の開拓

や打ち合わせ等で企業に出向くことになり、企業の実情に触れることで、教員及び学校組織

全体の認識の向上にもつながると思います。このための受け入れ企業の開拓は、当所が開拓

すると学校に伝えていますが、まだ全生徒で実施している学校は 1 校にとどまっています。

今後、区を巻き込んで、校長会を開催し、インターンシップを全学校・全生徒に普及してい

きたいと考えています。 

なお、ハローワーク足立自体でも、生徒をインターンシップで受け入れています。 

 

 

 



 

 51 

◇学校との連携－未内定者のフォロー 

 

 採用･就職活動の期間が長期化する傾向がある中で、なかなか内定が取れない生徒が卒業ま

であきらめずに就職活動を続けられるよう、きめ細かい指導が必要となっています。高校生の職

業相談に当たって、就職が決まるまで学校とどのように連携し、フォローを続けていけばよいでし

ょうか。 

 

学校に対する各段階での働きかけ 

ハローワーク足立 細田 誠 統括職業指導官 

 

 未内定者の中には、自分が何をしたいかわからない、応募先を決められない、あるいは

成績が悪い、欠席が多いなどの理由から、1 回も応募していない場合もあります。また、1

回や 2 回の応募の結果、不採用となり、そのため自信をなくしたり、就労意欲が減退した

りしている場合も多くあります。このため、就職に対し、あきらめムードとなったり、フ

リーターでよいと考えて積極的な活動を止めてしまったりするケースが多く見られます。 

 このような生徒に対しては、学校を通してハローワークの利用を呼びかけるだけでは、

なかなか実際に来所するまでの行動に結びつかないという実態がありました。そこで、平

成 15 年度には、学校の協力を得て未内定者リストを作成し、ハローワークが学校を訪問し

て出張相談を行い、未内定者にハローワークの利用を勧めました。その後、個別相談を行

った生徒が何人か実際に来所し、一般求人も活用して職業紹介を行いました。この結果、2

月の内定率が 87.1％（前年同月比 8.5 ポイント上昇）、3 月が 95.1％（同 8.７ポイント

上昇）と、2～3 月にかけて内定者を大きく増やすことができました。 

 平成 16 年度においては、5 月ごろから各高校を訪問し、ガイダンスや個別職業相談を実

施するとともに、夏には進路指導担当教員を同伴しての企業訪問、バス事業所見学会を実

施するなど、教員向け研修の強化も含め、早い時期からの連携を図りました。また、11 月

には未内定生徒を対象とするバス事業所見学会を実施し、見学先で気に入った企業があれ

ばその場で面接を受けることができるという機会も設けています。 

 さらに、学卒求人票の紙面の情報だけではなかなか伝わりにくい具体的な仕事内容や会

社の雰囲気、経営方針などを伝えるため、求人事業所の社長や新入社員のメッセージ、職

場の情景、仕事の内容などを CD-ROM に収録し、高校に持参してコンピュータで生徒が

視聴できるようにしています。これにより、求人票の内容を生徒が具体的にイメージでき

るようにし、応募先の選定や就職意欲の喚起に役立つことを期待しています。 

 高校生の職業相談に当たっては、大人の価値観を本人たちに押し付けず、同じ目線で一

緒に相談する姿勢が必要だと思います。本人のよい点をほめ、絶対就職できると自信を与

えてあげることが重要です。また、応募のノウハウ・面接技法などの面で訓練や経験が乏

しいことが多いので、応募先が決まった場合には、応募書類の書き方の添削や面接の受け

方の知識のチェックなど、きめ細かなアドバイスを心がけることが必要です。 
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◇メンタルなサポート 

 

窓口に相談に来られる若年者の中には、就職活動の悩みや職場の人間関係などのストレスで

精神的に不安定になるケース、いわゆるひきこもりと呼ばれる状況などを経験して社会的適応に

関する支援を必要としているケースなど、職業相談に先立って、あるいは、並行して、医療や福祉

面での専門的なケアが必要と考えられている場合も少なくありません。このような場合の相談援

助に当たり、窓口では一般的にどのような配慮を心がけていけばよいでしょうか？ 

 

国立精神・神経センター精神保健研究所 伊藤順一郎 社会復帰相談部長 

 

昨今、新聞やテレビなどで「ひきこもり」のある方への相談や支援がクローズアップさ

れており、ヤングジョブスポットやジョブカフェの利用者のなかにも「昔、ひきこもって

いました」と職業相談場面で申し出る方もいるかも知れません。あるいは話を聞いていく

中で、ひきこもりの状態であることが浮かび上がってくることもあるでしょう。まず、ひ

きこもりとはどのような状態であるのかについて説明いたします。 

 
Ⅰ．ひきこもりの基礎理解 

１．ひきこもりの概念について                            

 ひきこもりとは病名ではなく、単一の疾患や障害ではありません。「自宅を中心として生

活を行い、就学や就労などを長期的にしていない」という状態を指すのであり、実際は「ひ

きこもり」と呼ばれる状態になっている人々の実態は多様なのです。ある一つの原因や特

定の性格によって、ひきこもりが生じるわけではなく、人によってさまざまな要因が絡み

合って、ひきこもりという現象が生まれているといってよいでしょう。 

 ひきこもることで強いストレスをさけ、仮の安定を得ることは、誰にでも起こりうるこ

とですが、この状態は、しばしば長期化することがあります。長期化する要因には様々な

ものがありますが、例えば以下のものがあげられるでしょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このような要因から、ご本人がひきこもりから脱しようとしても、回復が阻まれている

ことが少なくないのです。このような「ひきこもり」を、単に「就労意識が低い」といっ

た理解や、「怠け」や「甘え」、「意志の問題」として語ることはできません。また、「ひき

こもり」はストレスを避け仮の安定を得ている状況とはいっても、多くのご本人が、孤立

感や焦燥感、将来に対する不安感をつのらせて苦しんでいることが多いのです。 

■生物学的側面：例えば、生活が極端な夜型となり昼夜が逆転することでホルモンの分泌のリ

ズムに変化が生じ、その結果、朝起きることが難しくなり、「思い立ったらすぐ」の昼間の就労や

就学が困難になることもあります。また脳の神経システムの機能的変化が原因となる精神疾患が、

背景に存在することもあります。 
■心理的側面：「ひきこもり」の中で、人との交流の機会が減少し、他人に会う時に緊張感や不

安感がとても高まったり、他者からの否定的な評価におびえたりして、社会に出て行くことが困

難になるような場合もあります。本人は自分に対する評価が低くなっており、他者からのマイナ

スの評価に敏感になっているようです。 
■社会的側面：就労や就学以外に価値観が認められない社会では、ひきこもることが本人にと

って大きな負い目となり、ひきこもりを長期化させることになります。また就職をしようと思っ

ていても、履歴書上の空白などを指摘され不利になることも少なくないようです。 
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２．「ひきこもり」の実態は様々です                         

 統合失調症、うつ病などの精神疾患にかかっている人々の一部には、不安や恐怖感など

がとても強くなり、人と会うことが困難になったり、症状のために身動きがとれず、ひき

こもらざるを得なくなったりします。 

 また、軽度の知的障害や、学習障害（全般的な知能発達には遅れがないのに、読み・書

き・算数や運動能力など特定の能力が極端に苦手）や AD/HD（注意欠陥・多動性障害＝過

度に落ち着きがなかったり、物忘れなどが激しい）、などの発達の偏りが存在するにも関わ

らず、そのことが周囲に認識、理解されず、そのために生じる周囲との摩擦が本人のスト

レスになり、ひきこもることでそれを回避する方もいます。もし日ごろの面接や職業能力

検査などの中でそのような発達の偏りが疑われる場合には、精神科医療機関などで診断を

仰ぐことも、今後の支援のあり方の参考となります。 

 加えて、明確な精神疾患や障害の存在が考えられないにもかかわらず、長期間にわたっ

て自宅外での対人関係や社会的活動からひきこもっている人々もいます。成長とともに「生

活のしづらさ」が増え、そこから回避するように「ひきこもり」をはじめたり、何らかの

挫折感を伴う体験や心的外傷となる出来事が引き金となって、ひきこもりとなることもあ

ります。精神科的観点から詳細な診断をすると、パーソナリティ障害や社会恐怖などと診

断される人々もこのなかには含まれます。 

  

３．ひきこもりがあった（ある）人に起きがちなこと                  

 「家から出ない、人に会わない」ことを特徴とするひきこもりから、就職活動に向け考

えられる課題には次のようなものがあります。 

① 人に会うと緊張する 

 久しぶりに誰かに会うと、何を話してよいか分からない、どんな表情をしたらよいのか

躊躇する、考えれば考えるほど緊張し、こわばった感じになってしまいます。 

② 人からの評価に敏感になる 

 ひきこもっている自分はだめなやつだと思われないかなど気になって、相手の話すこと

や振る舞いが自分を評価しているように感じてしまいます。こうした緊張や人から受ける

（と感じる）評価がつらくて、ますます外に出にくくなるということも起こっているかも

しれません。 

③ 生活リズムが崩れがちとなる 

 人の生活リズムは会社や学校など社会のリズムに合わせてできあがっているものなので、

社会生活からいったん殻に閉じこもってしまうと昼夜逆転などの生活リズムが崩れがちに

なることが考えられます。 

 
Ⅱ．ひきこもりの経験を持つ方が窓口にきたら ～支援の上でのポイント～ 

１．まずは相談を受け付けましょう                          

ひきこもりの方が就労支援相談の窓口にいらした場合、大体の場合は大変な努力をして

ようやっと辿りついているものです。表面上は、就労のための意欲や動機があまり感じら

れなかったり、雇用の希望職種や条件などに対する見通しが甘い場合もあるかもしれませ

ん。しかし、ご本人は「窓口の人になんと言われるのだろうか」「社会に出るのは恐ろしい」

という思いを乗り越え、「なんとかしたい」という一念で窓口に至っているのです。あるい

は、精神科や心理相談機関などで相談し、長い葛藤の末に就労の窓口に辿りついているの
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かもしれません。ひきこもりの方が窓口にいらしているというのは、ご本人がやっと一歩

を踏み出したという意味で、回復のための大変貴重な機会なのです。「よく、きたね」と相

談に来たことに対してのねぎらいの一言でもあれば、彼らは大変励まされます。逆に「ひ

きこもりはこちらでは対応していません」と相談を断ったり、他機関に安易にまわすこと

は避けていただきたいところです。まずは相談を受け付けていくことが、ご本人の回復に

とって、大変重要な契機となりうるのです。そのうえで、以下のようなポイントに気をつ

けて支援のための面接を進めていくとよいでしょう。 

 なお、一般の相談機関では、ご本人ではなく、ご家族が相談にいらっしゃることが殆ど

です。ご家族が就労相談機関に来られることは少ないかもしれませんが、日ごろから訪問

活動や家族会の活動をしている相談機関や民間支援機関についての情報を集め、ご紹介が

できるようにしておきましょう。 

 

２.面接のポイント                                 

１） 徐々に利用者の希望を聴取し、リラックスできる雰囲気づくりに努めましょう 

 対人緊張が強く、人からの評価に敏感なことから、親しい友人や家族、既に関わってい

る支援者へは円滑にコミュニケーションを取ることができても、特に初めて相談する方へ

は、緊張して希望職種、賃金などを上手く伝えることができないことがあります。また、

ひきこもりのあった方は「自分の希望を分かって欲しい」と思いながらも「分かってくれ

るはずもない」、「分かられるのが恐い」という気持ちを抱いていることもあります。この

ことは、コミュニケーション能力の低下や過去の上手く行かなかった相談歴が影響してい

るものと思われます。 

 「希望職種や賃金などを明確に述べられないと職業相談は難しい」と課題に急に切り込

もうとしたり、「ひきこもり」の原因を追求したりせず、ゆっくりと何回かの相談を重ねる

中で利用者の希望を導き出す「待ち」の態度、徐々に職業相談を行うことで「何かできそ

うだ」、「また来て見よう」との気持ちを引き起こすことができます。 

 

２） 就業経験がない方の場合は、きめ細かなキャリア探索、支援が重要となります 

 ひきこもりがあった方の中には、学校生活に馴染むことができず、退学されたりして、

学校での進路指導を受けた機会も少ない場合もあり、就職を希望するものの、具体的に「ど

んな仕事があるのか」、「どの程度の収入を得る事が可能なのか」不明確なまま、職業相談

に訪れることもあるでしょう。 

 そのような方の場合、JOB JOB WORLD などの職業探索ツールやタッチパネル方式の

求人情報機を利用者とともに使用し、検索・操作方法をアドバイスし、複数回職業相談を

行うことで、利用者の希望や適性などをより明確にすることが可能となります。 

→ JOB JOB WORLD (http://www.shigotokan.ehdo.go.jp/jjw/top.html) 

 

３） 関係を持続させることが大切です 

 ひきこもりの方の就労支援をしていくためには、相談者との息の長い関係を持続するこ

とが大切です。ひきこもりの方が就労の活動をする場合、面接の度に不安や緊張を覚える、

不採用が繰り返される、あるいは採用されたものの職場でうまく行かず退職してしまう、

などの局面が多々あるものです。そのような難しさに直面する中で、一時自信を失ったり

して、就労に対するモチベーションが低下したりすることもあるでしょう。このような場

合、就労相談の機関としては、「意欲が無い」「就労のための準備性が低い」と考え、支援

の対象外と判断することもあるかもしれません。 
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しかし、「自発性の乏しさ」ゆえに、様々な集団に参加できず社会関係から孤立してしま

うのがひきこもりの問題の重要な側面であり、このような局面でご本人に関与し続けるこ

とが支援の上で大切なことなのです。「就労したいか/否か」ということのみに相談の焦点

を置くのではなく、ひとまず「相談者と繋がっている」「相談を誰かに出来ている」という

こと自体を評価し、相談の継続を促し、息の長い関係を続けていきましょう。このような

関係を続けていく中で、再度浮上してくるご本人の変化の兆しを、うまく就労につなげて

いくことがよいようです。 

 

４） 社会参加のための練習 

ひきこもりの方が就労支援の場に現れる際には、就職をすることで「一発逆転」を狙っ

ている人もいることでしょう。ただし、社会経験が不足していることから、人とのつきあ

いに不安や緊張を覚えていたり、日常・社会生活上の基本的なスキルが乏しい場合も少な

くなく、就労してもすぐにドロップアウトしてしまうこともあります。社会に参加するた

めの基礎的な能力を高めるために、「ひきこもり」からのリハビリテーションを行なう時間

を確保することが有効な場合もあるのです。 

このようなことから、就労支援のための相談と並行して、ご本人が家族以外の人間関係

に参加することを練習できる場として、民間 NPO 法人や、ひきこもりの支援を行なってい

る精神科医療機関、心理相談機関などを活用していくことが考えられます。しかし現在、

NPO 法人や精神科医療機関での取り組みはまだ数が少ないことから、理想的には、ヤング

ジョブスポットやジョブカフェなどが率先してグループ活動や溜まり場（居場所）を用意

し、そのような役割をになっていくことも望ましいといえるでしょう。できればグループ

活動や居場所にはスタッフを配置して、コミュニケーションの調整役を務めることが期待

されます。 

なお、他機関に紹介する場合は、ひきこもりの方は知らない機関に対する不安を感じて

いる場合も多いので、見学に同行するなどして連携をスムーズにするとよいでしょう。 

 

３．就職に関する配慮                                

 ひきこもりの経験を持つ方が就労をする場合、以下のような側面に配慮できるとよいで

しょう。 

１） 柔軟な雇用形態を検討しましょう 

 職業生活を続けていくためには、事業所が求める作業効率を維持し職場の対人関係に適

応することが求められますが、ひきこもっていた方の中には、疲れやすく、持久力が不足

気味なこともありますので、フルタイムでの仕事よりも、短時間就労や、期間限定のアル

バイトなどから徐々にステップアップしていくことが望ましい場合もあります。 

 また、利用者の意向に応じて、夜間における就業やパソコン、通信機器を利用した自宅

での在宅就労を検討していくなどの柔軟な対応が望まれます。 

 

２） 「練習」を繰り返していきましょう 

 ひきこもりの方の就労では、ご本人や支援者の側も「ここで成功しなくては」と肩に力

がはいりがちなものです。しかし、このような意気込みがプレッシャーとなり、かえって

長期的な就労が難しくなったり、失敗した場合に一層挫折感や無力感を深めることもある

ようです。ご本人や支援者も、「なにごとも練習、小さな成功を繰り返していけば OK.」と

いう心構えで、短期間就労、短時間就労を繰り返しながら、徐々に本格的な就労へとつな

げていくとよいでしょう。 
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 また、一度職場に就労した後も定期的な相談を持ち、定着のためのフォローアップをす

ることが必要です。こうした側面からの就労支援は、いわゆる障害者領域での「ジョブコ

ーチ」の活動が参考になるでしょう。 

 

３） 必要に応じて精神保健福祉機関や学校などの職員と連携し、就職活動に向け必要な情報を

収集しましょう 

 統合失調症やうつ病など精神疾患がある方は服薬が必要となること、症状（障害）の波

により作業効率が左右されることや就業に伴い「不安、緊張感」が強くなり、症状が強く

なる（再発する）こともあり、就業には一定の配慮が必要となります。利用者の方から「精

神科に通院している」との申し出があった場合には、必要に応じて本人が利用する病院、

施設のソーシャルワーカーなどから通院、服薬状況等の医療情報や就業上必要となる配慮

事項を聴取しておくことで無理のない働き方を検討することができます。 

 また、精神疾患を背景とする以外の方でも、精神保健機関や学校、社会参加を支援する

NPO などで継続的に相談している場合もありますので、保健医療・福祉・教育機関などの

職員の方と連携し包括的な情報交換を行うことで就職活動を進めていく上での配慮点、ポ

イントが整理できると思います。 

 

４） 精神保健福祉手帳を持っている方が「障害があること」を事業主に明らかにして就職を希望

する場合、活用できる相談窓口、援護制度があります 

 精神障害を持っている方で、自分の障害を事業主に明らかにし、配慮を求めた就職を希

望する場合はハローワークの専門援助部門で職業相談・紹介を行ったり、各種助成金等の

援護制度を受けることが可能となります。 

具体的には、ハローワークでは、就職を希望する障害のある人に対して求職の登録（就

職後のアフターケアまで一貫して利用）を行い、職業適性、希望職種等の状況に基づき、

ケースワーク方式による職業指導を行い、安定した職場への就職あっせんに努めています。

このため、精神障害者の場合、きめ細かな就職指導等を円滑に進めていくため精神障害者

職業相談員や精神障害者ジョブカウンセラーを配置しています。 

 ただし、就職にあたり「障害を明らかにするか、しないか」は非常にデリケートな事項

で、未だに精神障害への社会的な偏見があることも否めませんので、利用者との慎重な相

談が不可欠となります。 
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